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 2023年 春号

810
C O N T E N T S

16	 流体碩学（38）
冷笑と常温

	 詩人・社会学者　水無田 気流 さん

  9	 特別寄稿
次は狭山事件の再審開始だ

	 ルポライター　鎌田　慧 さん

12	 新連載  知っていそうで知らない 国会の仕組み①
「数の論理」はどこまで？
〜国権の最高機関は先例やしきたりで動く〜

14	 世界をつなぐ④
ウクライナ人道危機から1年
平和構築へとつながる人道支援
一般社団法人 ピースボート災害支援センター（PBV）
理事・プログラムオフィサー・臨床心理士　小林 深吾 さん

18	 憲法をどう使うか？（第28回）
労働関係における
差別禁止法の意義
東京都立大学 法学部 教授　木村 草太 さん

20	 困ったときの法律相談 54

2023統一自治体選挙
――地方公務員の選挙運動への制限
自治労顧問弁護士　小川　正

22	 Book review／編集部発

23	 おもしろ？キーワード／編集後記

 3	 巻頭特別インタビュー
生活の中の出来事を的確に書ければ
そこから小説が生まれる
小説家　佐川 光晴 さん（自治労文芸賞 審査員）

  4	 寄稿
外生要因は必ず内生化される
同志社大学大学院 ビジネス研究科 教授　浜　矩子 さん

  7	 インタビュー①
物価高騰の不安と賃上げ期待が高まる
今こそ労働組合の出番です
FPハーベスト 代表（お金と心の豊かさづくり研究所）
ファイナンシャルプランナー（CFP認定者）　瀬戸家 みのり さん

  8	 インタビュー②
生活困窮者を追い詰める物価高騰
〜沖縄の自立支援相談の現場から〜
公益財団法人 沖縄県労働者福祉基金協会
パーソナルサポートセンター 統括責任者　名嘉　泰 さん

特集 物価高騰とたたかう

写真：World Central Kitchen 写真：Notorious Learning Projects
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生活の中の出来事を
的確に書ければ
そこから小説が生まれる

巻頭特別インタビュー

少年時代はサッカーのエース
破天荒な学生生活から屠場労働者へ

　1965年に東京に生まれ、神奈川の茅ヶ崎市で育ちま
した。5人兄弟姉妹の第一子です。父は付録の教材で
有名な出版社「学研」に勤めていましたが、組合結成に
関わったことで会社から左遷されたり暴行を受けたりし
たためにうつ病となり、長く休職しました。だから家計
は苦しかったです。子ども時代の私は中学校ではサッカー
部に入り、高校でもミッドフィルダーを務めました。
　大学は北海道大学の法学部です。学生自治で管理
運営している恵

けい

迪
てき

寮に住み、自治会委員長として大学
とやりあったりもしました。学生運動と聞くと怖いイメー
ジがあると思いますが、北大では政治党派の人たちも
さほど暴力的でなく、牧歌的な雰囲気だったと思います。
　1987年から1年間休学し、南米に「遊学」しました。
現地でビジネスを成功させた日本人の事業家がやって
いる「往復チケットと月400ドルをやるから好きなことを
やれ」という奨学金をもらえたのです。帰国して、現在
の妻となる鈴木乃里子と出会います。彼女は埼玉大学
の演劇研究会を母体とする「劇団どくんご」の役者をし
ていて、テント芝居での全国縦断公演の準備のために
恵迪寮を訪れたことで知り合いました。卒業と同時に
結婚し、私は再び首都圏で生活することになりました。
　南米に関わったことでできた人脈をつてに、ラテン
アメリカの本を多く扱っている東京の出版社に就職し
ます。ところが、代表や編集長とけんかしてしまい退
社することに。1990年、職安で紹介された大宮食肉
荷受株式会社で屠畜解体の仕事に就きます。私は学
生のころ沖縄の与那国島の農家に住みこんでサトウキ
ビ刈りのアルバイトをした経験もあり、体を使う仕事
は向いているという自覚を持っていました。
　そのころ、妻は埼玉県の教員になりました。長男の誕
生を機に、一人娘である妻の実家に移り、私の方が早く
帰宅できるため、育児や家事は専ら私が引き受けました。
今でも自分は作家だと思っていなくて、「鈴木ケンゾウ（義
父・故人）さんちのノリちゃんのだんなさん」という感じです。

「書いてみたら書けた」小説
自分に枠をはめずに伸び伸びと

　私は小説家を目ざしていたわけではありません。そ
れどころか、ずっと屠畜場で働くつもりでいたため、

成長した息子が「どうしてお父さんはあの仕事をして
いるんだろう？」と疑問に思うときに備えて、基本的に
ナイフ一本で牛を解体してゆく、激しくも快活な仕事
の様子を書いておこうと思ったのがデビュー作「生活
の設計」に取り組んだ理由です。2000年秋に新潮新人
賞を受賞し、二足の草鞋は履けぬと考えて、翌年春に
退社しました。この頃には、勤務して10年目で腕も上
がっていたので、後輩たちに「早く小説で食えなくなっ
て戻ってきてください」と激励されました。実際、だ
めだったら戻ろうとも思っていました。
　その後、書いた作品が連続で芥川賞の候補になります。
でも受賞には至りません。そこで、それまで「北大のこ
とと屠畜のことは書かない。同年代の人間の苦悩を小説
に書こう」と縛りを設けていたのをやめました。少年を
主人公にした「ぼくたちは大人になる」「おれのおばさん」、
屠畜の職場を書いた「牛を屠る」はそうして生まれました。
　書く材料は、子育てしながら見聞きした話などです。
特殊なことを特殊な言語で書く必要はありません。誰
の身にも起こることを的確な文章で書ければ、人に感
動を与えることができます。「駒音高く」という作品は、
下の子（次男）が将棋をやっていて、
付きあっているうちに小説が書ける
材料がたまりました。最新作「猫に
ならって」は、この家の床下で野良
猫が子猫を産んでしまって飼うこと
になった実体験をもとにしています。
生まれた子猫4匹のうち1匹が事故
で亡くなり、3匹は今も一緒に暮ら
しています。
　よい文章とは何かというと、その次の文章が生まれ
てくる文章です。それが物語になります。そして小説
が展開する要素は、自分が書いた文章の中にしかあり
ません。よい書き手であるためには、よい読み手でも
ないといけません。小説を書くためには、自分が書い
た文章をきちんと読む、書きながら読むこと。これが
一番大切です。
　自治労文芸は楽しい場ですね。私は北海道新聞と埼
玉県吉川市の文芸賞の審査員もしていますが、自治労
文芸の応募者は、相当熱を入れて書いているという印
象を持ちました。これからも、がんばって書いてほし
いと思います。

（インタビュー：2023年1月20日・埼玉県志木市のご自宅にて）

最新作「猫にならって」
実業之日本社

小説家
佐川 光晴さん

（自治労文芸賞 審査員）
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「
物
価
上
昇
と
賃
金
引
き
上
げ
を
テ
ー
マ
と

し
た
特
集
の
中
の
総
論
的
な
位
置
づ
け
の
論
稿
」

を
寄
稿
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
お
題
を
い
た
だ

い
た
。
誠
に
光
栄
だ
が
、
な
か
な
か
の
難
題
だ
。

謎
解
き
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
集

　

今
、
総
論
的
な
観
点
か
ら
物
価
と
賃
金
の
問

題
を
論
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
何
が
焦
点
に
な
る

の
か
。
物
価
と
賃
金
の
現
状
と
の
関
わ
り
で
、

謎
解
き
の
鍵
を
握
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
な
の
か
。

頭
に
浮
か
ぶ
ま
ま
に
、
列
記
し
て
み
た
ら
、
ひ

と
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

戦
争
・
感
染
症
・
供
給
・
需
要
・
金
融
・
財
政
・

為
替
相
場
・
国
際
収
支
・
労
働
生
産
性
・
分
配

率
・
資
本
・
労
働
・
経
営
・
人
件
費
・
生
活
費
。

　

こ
の
連
想
ゲ
ー
ム
的
リ
ス
ト
が
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
何
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
筆
者
に
語
り
か
け

て
く
る
こ
と
は
何
か
。

　

ま
ず
、
最
初
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
、
戦
争
と
感

染
症
は
い
ず
れ
も
経
済
外
的
要
因
だ
。
だ
が
、

今
こ
の
時
、
総
論
的
観
点
か
ら
物
価
と
賃
金
を

考
え
、
語
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

に
目
を
向
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
長
き
不

在
の
後
に
、
突
如
と
し
て
イ
ン
フ
レ
が
地
球
的
現

象
と
し
て
再
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
要
因
に
よ
る
衝
撃
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
。

　

そ
の
他
の
項
目
は
、
い
ず
れ
も
優
れ
て
経
済

内
的
要
因
だ
。
物
価
や
賃
金
を
語
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
の
ず
と
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
動
向
に
注

目
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
考
え
て
く
れ
ば
、
今
、
総
論
的
に
物
価

と
賃
金
を
考
え
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
た
ど
る

べ
き
筋
道
が
少
し
見
え
て
く
る
。
た
ど
る
べ
き

筋
道
は
、
筆
者
の
リ
ス
ト
の
経
済
外
的
二
要
因

が
、
そ
の
他
お
馴
染
み
の
経
済
内
的
要
因
に
波

及
し
た
経
路
だ
。
あ
る
い
は
、
波
及
し
て
い
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
力
学
が
働

い
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
筋
道
だ
。
こ
れ
ら

の
脈
絡
分
析
を
通
じ
て
、
総
論
性
あ
る
物
価
・

賃
金
考
察
が
で
き
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
考

え
進
ん
で
み
る
こ
と
と
す
る
。

外生要因は
必ず内生化される

寄 稿寄 稿 物
価
高
騰

物
価
高
騰
とと
た
た
か
う

た
た
か
う

「
同
時
イ
ン
フ
レ
」
が
世
界
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
機
に
、
賃
金
引
き
上
げ
の
必
要
性

が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
日
本
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
れ
の
例
外
に

位
置
す
る
と
筆
者
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
日
銀
の
「
異
次
元
金
融
緩
和
」へ
の
固
執
は
、
一
層
の
困
窮

を
国
民
に
も
た
ら
す「
政
策
災
害
」に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
う
。

浜
はま

　矩
のり

子
こ

 さん

Profile
1952年生まれ。一橋大学経済学部卒。三
菱総研英国駐在員事務所所長などを経て
2002年より同志社大学大学院ビジネス研
究科教授。専攻はマクロ経済分析、国際
経済学。著書に「愛の賛歌としての経済学」

（かもがわ出版）、「人はなぜ税を払うのか」
（東洋経済新報社）、「人が働くのはお金の
ためか」（青春出版社）など。

特集
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特集 物価高騰とたたかう

戦
争
の
衝
撃
の
波
及
経
路

　

戦
争
は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
仕
掛
け

た
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
暴
挙
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
路
を
通
じ
て
地
球
的
な
物
価
上
昇
を
も
た
ら

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
大
穀
倉
地
帯
だ
。
こ
の

穀
倉
地
帯
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ

た
こ
と
で
、
多
く
の
穀
物
の
収
穫
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
収
穫
は
で
き
て
も
、
道
路
や
港
の
損

傷
で
出
荷
と
輸
送
に
支
障
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
小
麦
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
食
材
の
国
際
相
場
の
高
騰
を
招
い

た
。
原
材
料
の
価
格
急
騰
が
、
加
工
食
品
の
販

売
価
格
に
も
波
及
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
争
と
い

う
経
済
外
的
要
因
が
経
済
内
的
要
因
と
し
て
の

供
給
制
約
を
も
た
ら
し
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ

に
着
火
し
た
の
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
変
調
が
生
じ

た
の
は
、
食
料
供
給
事
情
だ
け
で
は
な
い
。
地

球
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
も
ま
た
、
こ
の
戦
争

に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
大

穀
倉
地
帯
で
あ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
大
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
国
だ
。
原
油
・
天
然
ガ
ス
・
石
炭
。
こ
れ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
つ
い
て
、
多
く
の
国
々
が

ロ
シ
ア
の
供
給
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

位
置
づ
け
に
あ
る
国
が
戦
争
に
打
っ
て
出
れ
ば
、

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
ど
の
よ
う
な
制

約
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
恐
怖
心

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
全
般
的
な
高
騰
を
招
い
た
。

現
に
、
ロ
シ
ア
は
「
非
友
好
国
」
に
対
す
る
原
油

や
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
減
ら
す
こ
と
を
ほ
の
め

か
し
た
。
資
源
購
入
の
ル
ー
ブ
ル
決
済
に
応
じ

な
け
れ
ば
、
供
給
を
停
止
す
る
と
い
う
脅
し
を

か
け
た
り
し
て
い
る
。
日
欧
米
に
よ
る
経
済
制

裁
の
一
環
と
し
て
、
原
油
の
対
ロ
輸
入
禁
止
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
も
、
む
ろ
ん
、
供
給
制

約
に
つ
な
が
っ
た
。
か
く
し
て
、
戦
争
と
い
う
経

済
外
的
要
因
は
、
国
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
達
コ

ス
ト
と
、
人
々
の
生
活
コ
ス
ト
の
高
騰
を
も
た
ら

し
、
経
済
内
的
要
因
に
転
化
し
て
い
っ
た
。

　

食
料
に
せ
よ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
せ
よ
、
そ
の

輸
入
価
格
の
上
昇
は
、
国
々
の
貿
易
収
支
を
悪

化
さ
せ
る
。
貿
易
収
支
が
悪
化
す
れ
ば
、
そ
の

度
合
い
に
応
じ
て
、
国
々
の
通
貨
の
価
値
は
低

下
す
る
。
自
国
通
貨
の
価
値
が
低
下
し
た
国
々

に
お
い
て
は
、
そ
の
こ
と
が
輸
入
価
格
の
上
昇

に
拍
車
を
か
け
る
。
そ
も
そ
も
の
資
源
調
達
コ

ス
ト
の
上
昇
に
自
国
通
貨
安
の
効
果
が
あ
い
ま
っ

て
、
物
価
上
昇
が
さ
ら
に
加
速
す
る
。

感
染
症
の
衝
撃
の
波
及
経
路

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
大
感
染
と
い
う
経
済
外
的
要

因
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
通
じ
て
経
済
内
的

要
因
化
し
て
き
た
。
ま
ず
は
、
感
染
拡
大
回
避

の
た
め
の
行
動
制
約
が
、
経
済
活
動
の
規
模
を

世
界
中
で
大
縮
減
さ
せ
た
。
経
済
外
的
要
因
が

経
済
内
的
な
動
き
を
麻
痺
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

人
々
が
生
産
現
場
に
行
け
な
け
れ
ば
、
生
産
は

減
る
。
人
々
が
物
を
運
べ
な
け
れ
ば
、
物
流
は

滞
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
に
つ
い
て
、
世
界
中

で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
乱
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、

物
価
を
押
し
上
げ
た
。

　

物
価
が
上
が
る
一
方
で
、
職
場
を
奪
わ
れ
た

人
々
の
賃
金
収
入
は
激
落
あ
る
い
は
ゼ
ロ
化
し

た
。
特
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
へ
の
転
換
が
利
か

な
い
対
面
労
働
者
が
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
多

く
が
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
だ
っ

た
と
い
う
悲
劇
が
起
こ
っ
た
。
か
た
や
、
在
宅

勤
務
で
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
人
々
が
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
ら
れ
な
い
分
、
消
費

か
ら
投
資
に
資
金
を
回
し
て
、
金
融
資
産
を
増

や
す
と
い
う
よ
う
な
奇
怪
な
現
象
も
広
が
っ
た
。

　

経
済
活
動
が
空
白
化
し
た
た
め
に
、
そ
の
穴

を
埋
め
る
べ
く
、
政
策
が
動
い
た
。
と
く
に
財

政
が
多
く
の
国
々
で
ほ
ぼ
無
制
限
の
大
出
動
に

乗
り
出
し
た
。
企
業
に
対
し
て
も
、
家
計
に
対

し
て
も
、
幅
広
く
資
金
援
助
が
展
開
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最

中
の
経
済
的
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
は
、
さ
し

た
る
効
果
を
発
揮
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
も

そ
も
、
人
が
カ
ネ
を
使
う
場
に
出
て
行
け
ず
、

企
業
も
思
う
よ
う
な
活
動
レ
ベ
ル
を
実
現
で
き

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
当
然
だ
っ
た
。

自
己
防
衛
の
た
め
の
資
金
保
蔵
心
理
も
働
い
た
。

こ
う
し
て
、
多
く
の
資
金
が
企
業
と
家
計
の
手

元
に
滞
留
し
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
滞
留
資
金
は
、
感
染
拡
大
に
よ

る
当
初
の
緊
迫
感
が
薄
れ
て
行
動
制
限
も
緩
和

さ
れ
始
め
る
と
、
多
く
の
国
々
で
抑
制
さ
れ
て

い
た
需
要
の
反
動
増
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
展

開
に
着
目
し
て
、
長
ら
く
大
緩
和
下
に
置
か
れ

て
き
た
金
融
政
策
が
、
こ
れ
ま
た
多
く
の
国
々

に
お
い
て
引
き
締
め
の
方
向
へ
と
軌
道
修
正
さ

れ
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
経
済
外
的
要
因
が
も
た

ら
し
た
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
、
次
第
に
か
つ
着
実

に
経
済
活
動
の
中
に
内
生
化
さ
れ
て
い
く
。
新

た
に
発
生
し
た
需
要
が
も
た
ら
す
所
得
増
を
巡
っ

て
、
資
本
と
労
働
の
分
配
率
の
取
り
合
い
が
始

ま
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
労
働
生
産
性
の
動
向

が
問
わ
れ
、
企
業
の
コ
ス
ト
と
し
て
の
人
件
費

と
、
家
計
の
生
活
費
の
基
盤
と
し
て
の
賃
金
が

綱
引
き
を
始
め
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
展
開
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
影
響
に
せ
よ
、
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
に
せ
よ
、
大
な
り
小
な
り
、
多
く
の
国
々
に

共
通
し
て
い
た
。
現
状
に
お
い
て
、
国
々
の
物
価

と
賃
金
の
状
況
は
、
も
は
や
、
経
済
外
的
要
因

に
よ
る
一
過
性
の
状
況
だ
と
は
言
え
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
う
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
経
済
外
的
要

因
が
も
た
ら
し
た
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
効
果
は
、
す

で
に
流
通
の
下
流
段
階
に
む
か
っ
て
玉
突
き
的

価
格
上
昇
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
伴

う
生
活
費
の
上
昇
が
、
人
々
を
し
て
よ
り
高
い

賃
金
水
準
を
要
求
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

久
々
に
労
働
者
た
ち
が
賃
上
げ
要
求
ス
ト
を
展

開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
労
働
の
存
在

感
も
、
久
々
に
高
ま
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
の
組

織
率
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
経
済
外
的
要
因

の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
経
済
内
的
状
況
の
局
面
が

変
わ
っ
た
。
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
到
達
し
始
め
た
よ
う
に
見
え
る
。

政
策
災
害
に
泣
く
日
本
経
済

　

た
だ
、
こ
こ
に
大
い
な
る
例
外
が
一
つ
あ
る
。
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そ
れ
が
日
本
の
ケ
ー
ス
だ
。
外
生
的
制
約
に
よ
っ

て
物
価
が
上
が
り
始
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
日
本

も
欧
米
諸
国
と
お
お
む
ね
同
様
だ
。
だ
が
、
そ
こ

か
ら
先
が
違
い
過
ぎ
る
。
上
述
の
通
り
、
欧
米
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
々
に
お
い
て
、
金
融
政

策
は
長
ら
く
続
け
て
き
た
低
金
利
と
量
的
緩
和

を
収
束
さ
せ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
利
上
げ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
日
本
は
違
う
。
世
界
の
利
上
げ
基
調

の
中
で
、
日
本
は
頑
と
し
て
異
次
元
緩
和
を
続

行
し
て
い
る
。
こ
の
４
月
か
ら
日
本
銀
行
の
新

総
裁
に
就
任
す
る
植
田
和
男
氏
も
、
こ
の
方
針

を
転
換
す
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

現
状
維
持
で
い
く
の
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
具
合
で
あ
る
か
ら
、
日
本
と
世
界
と

の
金
利
差
が
開
き
、
そ
の
こ
と
が
、
日
本
円
の

為
替
相
場
を
円
安
の
方
向
に
引
っ
張
っ
て
い
く
。

一
時
の
よ
う
な
つ
る
べ
落
と
し
の
円
安
進
行
に
は
、

ひ
と
ま
ず
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、

一
触
即
発
の
状
態
は
続
い
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
日
銀
は
政
策
を
軌
道
修
正
し
な
い
の
か
。

物
価
上
昇
は
一
過
性
で
、
や
が
て
収
ま
る
と
い
う

の
が
彼
ら
の
主
張
だ
。
物
価
上
昇
が
賃
金
上
昇
に

伝
播
し
な
け
れ
ば
、
金
融
緩
和
は
止
め
ら
れ
な
い

と
も
言
っ
て
い
る
。
植
田
総
裁
は
、
２
０
２
４
年

に
は
消
費
者
物
価
上
昇
率
が
再
び
目
標
値
の
２
％

を
下
回
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。

　

筆
者
は
、
以
上
の
日
銀
見
解
の
す
べ
て
に
疑

問
が
あ
る
。
生
活
物
資
の
価
格
上
昇
は
す
で
に

幅
広
く
進
行
し
て
い
る
。
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
上
昇
だ
け
が
全
般
物
価
の
水
準
を
押
し

上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
物
価
が
上
昇
し

て
い
る
の
に
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
の
は
、
確

か
に
大
問
題
だ
。
だ
が
、
日
銀
の
異
次
元
緩
和
は
、

そ
も
そ
も
、
賃
金
上
昇
率
を
目
標
値
に
掲
げ
て

は
い
な
か
っ
た
。
物
価
上
昇
率
が
２
％
を
上
回

り
そ
う
な
気
配
が
出
て
き
た
時
に
、
初
め
て
賃

金
の
話
を
持
ち
出
し
た
。
来
年
に
な
れ
ば
、
物

価
上
昇
率
が
２
％
を
下
回
る
か
ら
問
題
は
な
い
、

と
い
う
植
田
氏
の
言
い
方
は
無
神
経
だ
。
確
か
に
、

２
０
２
４
年
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
２
％
を

下
回
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
前
年

水
準
が
大
き
く
上
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
消
費

者
物
価
上
昇
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

人
々
が
す
っ
か
り
高
く
な
っ
た
物
価
水
準
に
さ

い
な
ま
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

日
銀
が
異
次
元
緩
和
を
止
め
よ
う
と
し
な
い

本
当
の
理
由
は
何
か
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
っ

て
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
だ
。
異
次
元
緩
和
を
止

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
銀
が
国
債
の
大
量
購

入
を
止
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
る
と
、
日

本
国
債
の
利
回
り
は
上
が
る
。
そ
の
結
果
、
日

本
政
府
の
債
務
返
済
負
担
は
急
激
に
膨
ら
む
。

日
本
の
財
政
の
事
実
上
の
破
綻
状
態
が
顕
在
化

し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
日
銀
は
政
策
変
更
が

で
き
な
い
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
続
く
ほ
ど
、

内
外
金
利
差
は
拡
大
し
、
円
安
が
進
み
、
そ
れ

に
伴
う
輸
入
イ
ン
フ
レ
が
物
価
上
昇
を
加
速
さ

せ
る
。
こ
の
状
態
で
、
な
お
も
日
本
の
賃
金
が

上
昇
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の
家
計
は
目
も
あ
て

ら
れ
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
一
種
の
政
策
災
害
だ
。
経
済
実
態
に
応

じ
て
機
動
的
に
動
か
な
い
金
融
政
策
が
、
人
々

を
窮
地
に
追
い
込
ん
で
い
く
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
の
賃
金
が
一
向
に
上
昇
し

な
い
こ
と
事
態
が
、
政
策
災
害
だ
と
筆
者
は
思
う
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意

へ
の
政
策
対
応
に
た
ど
り
着
く
。
プ
ラ
ザ
合
意

が
急
激
な
円
高
と
そ
れ
に
伴
う
大
不
況
を
も
た

ら
す
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
政
策
感
覚
が
金
融
大
緩
和
に

つ
な
が
り
、
そ
の
こ
と
が
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル

化
を
招
い
た
。
バ
ブ
ル
は
崩
壊
し
、
日
本
経
済

は
深
く
て
長
い
デ
フ
レ
の
谷
に
転
落
し
た
。
そ

の
中
で
、
日
本
企
業
の
賃
上
げ
力
は
ど
ん
ど
ん

蝕
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
展
開
が
基
本
的
な
背

景
だ
。

　

だ
が
、
２
０
１
２
年
の
安
倍
政
権
誕
生
と
と

も
に
、
日
本
の
賃
金
低
迷
の
政
策
災
害
性
は
さ

ら
に
強
ま
っ
た
。
筆
者
は
そ
う
確
信
す
る
。
就

任
早
々
、
故
安
倍
元
首
相
は
、「
日
本
を
世
界

で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
に
す
る
」
と

宣
言
し
た
。
そ
の
こ
と
の
含
意
は
、
日
本
を
人

件
費
コ
ス
ト
が
低
い
国
に
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
発
想
が
「
柔
軟
で
多
様
な
」
働
き
方

を
可
能
に
す
る
と
い
う
旗
印
の
下
で
の
「
働
き

方
改
革
」に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
伴
っ
て
、

日
本
の
雇
用
形
態
は
非
正
規
雇
用
者
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
就
労
者
が
急
増
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
。

　

故
安
倍
氏
は「
日
本
の
稼
ぐ
力
を
取
り
戻
す
」

と
も
宣
言
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
企
業
は

収
益
率
を
総
資
本
利
益
率
ベ
ー
ス
で
８
％
ま
で

上
げ
る
べ
し
。
そ
う
言
っ
て
企
業
の
尻
を
叩
き
、

圧
力
を
か
け
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
日
本
企
業

は
、
最
も
操
作
性
の
高
い
人
件
費
の
削
減
に
ひ

た
走
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
帰
結
が
今
日
の

実
態
だ
。
そ
の
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
点
は
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
と
の
関
わ
り

で
も
気
が
か
り
だ
。
企
業
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
は
、

戦
争
と
感
染
症
に
端
を
発
し
た
状
況
の
中
で
、

大
き
く
上
昇
し
て
き
た
。
何
し
ろ
、
企
業
物
価

が
９
～
10
％
の
大
上
昇
を
遂
げ
る
局
面
が
現
出

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
吸
収
し
て
販
売

価
格
の
抑
え
込
み
を
は
か
ろ
う
と
す
れ
ば
、
人

件
費
を
抑
制
す
る
ほ
か
に
手
立
て
は
な
い
。
か

く
し
て
、
物
価
高
の
進
行
が
一
段
の
賃
金
抑
制

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
筆
者
が
総
論
的
な
物
価
・

賃
金
考
察
と
の
関
係
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
集
の
中
に
、
政
策
災
害
と
い
う
言
葉
を

付
け
加
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
思
い
が
募
る
。

政
策
が
対
応
を
誤
る
と
、
そ
れ
は
戦
争
や
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
も
匹
敵
す
る
痛
み
を
人
々
に
強
い

る
。
そ
の
こ
と
を
今
、
日
本
で
我
々
は
目
の
あ

た
り
に
し
て
い
る
。
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

な
ぜ
、
日
本
の
経
済
政
策
は
か
く
も
対
応
を

誤
っ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
、
経
済
政
策
が
政

治
の
野
望
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
か
ら
だ
。
と
く
に
安
倍
政
権
下
に
お
い

て
、
こ
の
構
図
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

強
く
て
大
き
な
国
家
の
強
く
て
大
き
な
経
済
基

盤
を
作
る
。
安
倍
氏
の
こ
の
野
望
が
経
済
運
営

を
振
り
回
し
た
。
下
心
政
治
が
経
済
政
策
を
手

段
化
す
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
き

な
経
済
外
的
衝
撃
に
見
舞
わ
れ
た
今
、
こ
の
こ

と
が
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
総
論
的

観
点
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
災
害
要
因
を

見
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
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特集 物価高騰とたたかう

CFP（認定ファイナンシャルプランナー）とは
FP（ファイナンシャルプランナー）の国際認
定資格。北米、アジア、ヨーロッパ、オセア
ニアを中心に世界25ヵ国・地域（2023年2
月現在）で導入されている、「世界が認める
プロフェッショナルFPの証」。高度な知識
と経験をもって長期的かつ総合的な視点で
適切なアドバイスをし、他のFPの規範とな
る確固たる職業倫理を身につけているプロ
フェッショナルとして認定されている。

（日本FP協会ウェブサイトより）

インタビューインタビュー ①①

物価高騰の不安と
賃上げ期待が高まる
今こそ労働組合の出番です

ぐ
に
は
賃
金
が
あ
が
ら
な
い
の
に
物

価
は
あ
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か

ら
、
そ
の
間
は
支
出
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
」
と
い
う
お
話
を
し
て
い
ま

す
。

　

で
は
、
支
出
の
う
ち
、
ど
の
支
出

を
減
ら
す
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ど
の
支
出

を
減
ら
し
た
い
で
す
か
」
と
い
う
問

い
へ
の
答
え
の
１
位
が
「
水
道
・
光

熱
費
」
で
し
た
。
で
も
、
す
で
に
あ

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
削
り
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
減
ら
す
な
ら
通
信

料
と
保
険
料
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
物
価

が
あ
が
る
中
、
あ
が
っ
て
い
な
い
の

は
こ
の
二
つ
だ
け
で
す
。

　

ま
ず
で
き
る
こ
と
は
、
携
帯
の
料

金
プ
ラ
ン
を
自
分
の
使
い
方
に
あ
う

安
い
プ
ラ
ン
に
変
更
す
る
こ
と
。
次

に
保
険
を
見
直
し
て
じ
ち
ろ
う
共
済

を
ベ
ー
ス
に
整
理
す
る
こ
と
で
す
。

付
き
あ
い
で
入
っ
て
い
る
保
険
が
あ

れ
ば
、
や
め
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
に

有
利
な
掛
金
に
な
っ
た
、
じ
ち
ろ
う

共
済
の
新
「
団
体
生
命
共
済
」、
効

率
よ
く
積
立
が
で
き
る「
長
期
共
済
」

と
「
税
制
適
格
年
金
」
は
お
薦
め
で

す
。
余
裕
が
あ
れ
ば
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
、

ま
た
、
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
２
０

通
信
費
と
保
険
料
を
見
直
し

手
堅
い
保
障
と
積
立
は

じ
ち
ろ
う
共
済
で
決
ま
り

　

２
０
２
２
年
の
夏
以
降
、
物
価
が

ど
ん
ど
ん
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
最
近
は
、
民
間
企
業
も
今
年
の
春

闘
で
の
賃
金
引
き
上
げ
に
は
前
む
き

だ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま

す
。
私
は
じ
ち
ろ
う
共
済
の
推
進
活

動
の
学
習
会
な
ど
で
、
自
治
労
の
組

合
員
さ
ん
の
前
で
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、「
公
務
員
の
賃
金

が
あ
が
る
と
し
て
も
、
民
間
の
賃
金

が
あ
が
っ
た
後
に
な
る
の
で
、
１
年

く
ら
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
出
る
。
す

２
０
２
２
年
夏
以
降
、
物
価
の
上
昇
が
止
ま
ら
な
い
。
総
務
省
が
発
表
し
た
２
０
２
３
年
１
月
の
消
費
者
物

価
指
数
は
、
前
年
同
月
比
で
４・３
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
ど
う
身
を
守
っ
た
ら
い
い
の
か
。
労

働
組
合
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
何
か
。「
お
金
の
プ
ロ
」＝
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
瀬
戸
家
み
の
り
さ
ん
に
聞
い
た
。

２
４
年
か
ら
制
度
改
正
で
拡
充
さ
れ

ま
す
か
ら
、
利
用
を
検
討
し
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

　

コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
立
て
る
こ
と
が

資
産
形
成
の
近
道
で
す
。
物
価
が
あ

が
る
か
ら
と
、
投
資
や
買
い
だ
め
な

ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
日
銀
の
総
裁

が
変
わ
る
こ
と
で
政
策
変
更
が
う
わ

さ
さ
れ
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
上
昇

が
心
配
な
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

慌
て
て
繰
り
上
げ
返
済
す
る
必
要
は

な
い
で
し
ょ
う
。

「
組
合
に
相
談
し
て
ね
」を

繰
り
返
し
発
信
す
る
こ
と
で

「
困
っ
た
」に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る

　

も
う
一
つ
は
、「
生
活
不
安
と
賃
上

げ
期
待
が
高
ま
る
今
こ
そ
組
合
の
出

番
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ

ん
に
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
賃
金
が
あ
が
ら
な
い
。
組
合
は

何
を
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
組
合
員
か

ら
言
わ
れ
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
賃
上
げ
が
社
会
の
注
目
を
集

め
、
賃
金
や
生
活
に
関
心
が
高
ま
る

今
こ
そ
、
組
合
の
存
在
感
を
示
す

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
習
会
に
呼
ば
れ
る
と
、
定
年
引

き
上
げ
で
退
職
金
支
給
が
先
延
ば
し

に
な
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の

変
更
が
迫
ら
れ
る
組
合
員
さ
ん
の
不

安
の
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま
た
若

い
人
に
は
、
奨
学
金
の
返
済
が
大
変

で
共
済
加
入
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
組
合
は
、
こ

う
し
た
組
合
員
の
心
配
ご
と
の
相
談

に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
に
大
切
な
の
は
、
組
合

員
の
生
活
相
談
に
乗
る
と
い
う
こ
と

を
常
に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。「
困
っ

た
、
ど
う
し
よ
う
」
と
思
う
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。「
組

合
に
相
談
に
行
け
る
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
知
ら
な
い
組
合
員
も
多
い
の

で
す
。
繰
り
返
し
発
信
し
て
、
誰
か

の「
困
っ
た
」に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
２
０
２
３
年
2
月
22
日
）

FPハーベスト 代表（お金と心の豊かさづくり研究所）
ファイナンシャルプランナー（CFP認定者）

瀬
せ

戸
と

家
け

 みのり さん

Profile
特定の金融機関に所属しない「独立系FP」。「おもしろい！
わかりやすい！すぐつかえる！」をモットー
に、こくみん共済coop・自治労共済推進本
部をはじめ、多くの企業、団体、労働組合
のセミナー講師で活躍。
事務所：大阪市福島区鷺洲1-11-14-603
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激
増
。
２
０
２
０
年
が
ピ
ー
ク
で
し
た
。

沖
縄
県
町
村
部
で
は
年
間
６
０
０
０

件
、
那
覇
市
は
も
っ
と
多
か
っ
た
で
す
。

沖
縄
は
観
光
が
主
要
産
業
な
の
で
、

大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

22
年
度
は
、
過
去
２
年
間
と
比
べ

れ
ば
相
談
件
数
自
体
は
落
ち
着
い
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

使
い
果
た
し
て
も
な
お
、
状
況
が
好

転
し
な
い
相
談
者
、
世
帯
が
取
り
残

さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

各
種
の
支
援
金
の
給
付
や
貸
付
け
が

終
了
し
、
貸
付
金
の
返
済
が
早
い
人

は
22
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
こ
れ
か
ら
深
刻
化
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
沖
縄
の
場

合
、
県
民
所
得
は
全
国
最
下
位
で
す
。

ま
た
離
島
な
の
で
運
送
費
が
か
か
る

た
め
、
日
用
品
は
本
土
よ
り
高
い
く

ら
い
で
す
。
相
談
を
聞
い
て
い
る
と
、

―
―
沖
縄
県
労
福
協
の
事
業
の
概
要

か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

名
嘉　

働
く
人
・
働
き
た
い
人
の
相

談
支
援
、
就
労
支
援
と
し
て
幅
広
く

事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
２
０
１

４
年
に
始
ま
っ
た
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
の
も
と
で
、
県
内
町
村
部
、

那
覇
市
、
沖
縄
市
を
は
じ
め
と
し
て
、

自
立
相
談
支
援
、
一
時
生
活
支
援
、

自
立
支
援
金
な
ど
の
事
業
を
受
託
し

て
い
ま
す
。
職
員
数
１
８
８
人
の
う

ち
、
約
80
人
が
自
立
支
援
に
関
わ
る

業
務
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
支
援
以
外
に
、

女
性
就
業
・
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
、

お
仕
事
応
援
セ
ン
タ
ー（
就
労
困
難

者
支
援
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
）等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
の
打
撃
に
加
え
、
こ

の
間
の
物
価
上
昇
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

支
援
の
現
場
か
ら
見
て
い
か
が
で

し
ょ
う
。

名
嘉　

自
立
支
援
制
度
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
相
談
件
数
は
増
え

始
め
ま
し
た
。
３
年
前
に
始
ま
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
で
は「
特
例
住
居
確
保
給
付

金
」「
特
例
社
協
貸
付
」「
自
立
支
援
金
」

が
拡
充
・
新
設
さ
れ
、
相
談
件
数
も

沖
縄
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会（
沖
縄
県
労
福
協
）は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
く
自
立
支
援

業
務
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
活
困
窮
者
が
直
面
す
る
困
難
な
状
況
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
労
福

協
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
統
括
責
任
者
を
務
め
る
名
嘉
泰
さ
ん
に
聞
い
た
。

ギ
リ
ギ
リ
持
ち
こ
た
え
て
い
た
生
活

に
物
価
の
上
昇
が
追
い
打
ち
と
な
り
、

経
済
的
に
苦
し
く
な
る
こ
と
で
家
族

間
の
関
係
が
悪
く
な
る
事
例
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。

―
―
自
立
支
援
相
談
の
制
度
見
直
し

の
課
題
を
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
。

名
嘉　

自
立
支
援
は
、
生
活
保
護
を

利
用
す
る
前
に
「
仕
事
に
就
い
て
自

立
す
る
か
生
活
保
護
を
利
用
す
る
か
、

選
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
制
度
の

建
て
付
け
で
す
。
制
度
創
設
時
に
は
、

生
活
保
護
を
利
用
さ
せ
な
い
「
水
際

作
戦
」
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判

が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
に
抵
抗
感

の
少
な
い
自
立
支
援
制
度
を
利
用
す

る
中
で
、
生
活
保
護
を
正
し
く
理
解

し
て
、
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
に
寄

与
し
た
面
が
あ
り
ま
す
。

　

自
立
支
援
制
度
見
直
し
は
現
在
、

厚
労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
で
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
任
意
事
業

と
な
っ
て
い
る
就
労
支
援
事
業
、
家

計
改
善
事
業
が
必
須
化
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
生
活
保
護
と
の
連
携
も
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢

化
は
不
可
逆
的
に
進
み
ま
す
か
ら
、

生
活
保
護
を
受
給
す
る
高
齢
者
は
増

え
ま
す
。
そ
の
中
で
制
度
を
ど
う
維

持
す
る
の
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
ま
た

「
生
活
保
護
は
入
っ
た
ら
抜
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
誤
解
を
払
拭
し
、
受

け
や
す
く
抜
け
や
す
い
制
度
へ
と
改

革
す
る
こ
と
も
課
題
で
す
。

―
―
自
治
体
の
自
立
支
援
事
業
の
姿

勢
と
こ
れ
に
対
す
る
連
合
や
自
治
労

の
取
り
組
み
へ
の
期
待
や
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

名
嘉　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
実

施
主
体
の
自
治
体
が
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
待
遇
改
善
を
口
実
に
採
用

を
抑
制
し
て
、
今
い
る
担
当
職
員
の

業
務
が
増
え
た
り
、
担
当
者
数
を
増

や
さ
ず
、
今
後
必
須
化
さ
れ
る
支
援

業
務
を
他
の
業
務
と
兼
務
に
す
る
こ

と
な
ど
は
、
現
場
の
混
乱
と
疲
弊
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
治
労
に
は
こ
れ

ら
を
許
さ
な
い
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
連
合
は
社
会
保
障
審
議
会
に

影
響
力
を
行
使
し
て
、
制
度
の
拡
充

に
む
け
て
奮
闘
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

生活困窮者を追い詰める物価高騰
〜沖縄の自立支援相談の現場から〜

生活相談の内容は深刻さを増している

「年末お福分け隊」では、県内800世帯に食料
を支援（2022年12月29日）

公益財団法人 沖縄県労働者福祉基金協会
パーソナルサポートセンター統括責任者

名
な

嘉
か

　泰
やすし

さん

インタビューインタビュー ②②
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相
次
ぐ
冤
罪
の
再
審
決
定

裁
か
れ
る
べ
き
は
司
法
の
犯
罪

　

39
年
前
、
滋
賀
県
日
野
町
で
酒
店
を
経
営

し
て
い
た
、
69
歳
の
女
性
が
殺
害
さ
れ
た
強

盗
殺
人
事
件
。
発
生
か
ら
４
年
た
っ
て
逮
捕
、

無
期
懲
役
刑
と
な
っ
た
元
被
告
、
阪
原
弘
さ

ん
の
や
り
直
し
裁
判（
再
審
開
始
）を
、
２
月

７
日
、
大
阪
高
裁
が
決
定
し
た
。

　

し
か
し
、
本
人
は
２
０
１
１
年
に
75
歳
で

獄
死
、
遺
族
が
再
審
を
請
求
し
て
い
た
。
検

事
側
が
最
高
裁
に
特
別
抗
告
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
「
日
野
町
事
件
」
が
元
被
告
の
死
後
12
年

が
経
過
し
て
か
ら
の
、
戦
後
初
の「
死
後
再
審
」

と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事

件
の
再
審
請
求
を
受
け
て
、
２
０
１
８
年
に

再
審
開
始
を
認
め
た
大
津
地
裁
は
、
す
で
に

自
白
は
信
用
で
き
な
い
と
認
定
し
て
い
た
。

今
回
の
高
裁
判
決
も
直
接
証
拠
が
な
い
ま
ま
、

自
白
に
依
拠
し
た
捜
査
を
批
判
し
て
い
る
。

　
「
刑
事
裁
判
の
段
階
で
適
切
な
主
張
・
立
証

が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
確
定
判
決
と
異
な
る
判

断
に
な
っ
た
可
能
性
が
否
定
し
が
た
い
」。

　

適
切
な
立
証
が
な
い
ま
ま
、
有
罪
と
し
て

獄
窓
に
閉
じ
込
め
て
い
た
の
だ
。
捜
査
当
局

は
自
分
た
ち
の
誤
認
逮
捕
を
証
明
す
る
証
拠

を
隠
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
「
証
拠
開
示
」

の
法
制
化
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
裁
判
所
が
再

審
開
始
を
判
定
し
て
も
、
面
子
の
た
め
か
抵

抗
し
て
抗
告
す
る
。
元
被
告
へ
の
極
端
な
人

権
無
視
で
あ
る
。
正
義
へ
の
解
明
を
妨
害
す

る
の
を
禁
じ
る
再
審
法
が
必
要
だ
。
大
阪
高

裁
は
「
自
爆
主
義
」
と
い
う
べ
き
か
、
大
方
の

予
想
を
裏
切
っ
て
、
最
高
裁
へ
特
別
抗
告
し
た
。

　

１
９
２
９
年
10
月
、
鹿
児
島
県
大
崎
町
で
、

42
歳
の
男
性
が
泥
酔
し
て
自
転
車
で
帰
宅
、

自
宅
隣
り
の
牛
小
屋
で
遺
体
と
な
っ
て
発
見

さ
れ
た
。「
大
崎
事
件
」
で
あ
る
。
死
者
の
兄

の
妻
・
原
口
ア
ヤ
子（
現
在
95
歳
）さ
ん
な
ど
、

親
族
４
人
が
殺
人
、
死
体
遺
棄
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
。
原
口
さ
ん
以
外
は
自
供
し
た
が
ア

ヤ
子
さ
ん
は
否
認
、
主
犯
と
し
て
10
年
、
ほ

か
の
人
は
８
年
、
７
年
、
１
年
の
懲
役
刑
と

な
っ
た
。

　

刑
期
満
了
で
出
所
し
た
原
口
さ
ん
が
再
審

請
求
し
て
12
年
後
に
、
鹿
児
島
地
裁
が
再
審

開
始
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
検
事
側
に
抗

告
さ
れ
、
高
裁
、
最
高
裁
で
決
定
取
り
消
し
。

第
二
次
再
審
請
求
は
地
裁
、
高
裁
、
最
高
裁

で
請
求
却
下
。
第
３
次
請
求
は
地
裁
、
高
裁

が
再
審
開
始
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
最
高

裁
が
却
下
。
第
４
次
請
求
は
２
０
２
２
年
６

月
、
鹿
児
島
地
裁
が
再
審
請
求
却
下
。
こ
の

司
法
に
翻
弄
さ
れ
た
95
歳
の
女
性
の
人
生
の

苦
闘
を
思
え
ば
、
粛
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　

原
口
さ
ん
は
一
度
も
自
供
し
て
い
な
い
。「
被

害
者
」
は
事
故
死
の
疑
い
が
強
い
。
自
供
し
、

自
殺
し
た
ふ
た
り
の
親
族
に
知
的
障
害
が
あ
っ

た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
遺
体
の
解
剖
医
は「
首

の
傷
は
絞
殺
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」と
鑑
定

内
容
を
訂
正
し
て
い
る
。

　
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
あ
る
い

は
「
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
」。
こ
れ
が
刑
事
裁

判
の
精
神
で
あ
る
は
ず
だ
。
誤
認
逮
捕
と
自

白
の
強
要
。
そ
し
て
裁
判
官
の
怯
懦
。
被
告

側
が
再
審
を
請
求
し
て
も
、
検
事
側
は
証
拠

を
隠
蔽
す
る
。
こ
れ
は
誤
認
、
誤
判
と
い
う

よ
り
は
、
司
法
の
犯
罪
と
い
え
る
。

　

こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
と
き
は
ま
だ
、
袴

田
事
件
の
東
京
高
裁
で
の
再
審
請
求
裁
判
の

60
年
前
の
１
９
６
３
年
５
月
、
埼
玉
県
狭
山
市
で
女
子
高
校
生
が
誘
拐
・
殺
害
さ
れ
た「
狭
山
事
件
」。
そ
の
犯
人
と

し
て
無
期
懲
役
刑
を
科
さ
れ
な
が
ら
、
仮
出
獄
後
も
一
貫
し
て
無
実
を
訴
え
る
石
川
一
雄
さ
ん
の
第
三
次
再
審
請

求
は
17
年
目
を
迎
え
る
。
長
く
冤
罪
が
疑
わ
れ
た
事
件
の
再
審
判
断
が
相
次
ぐ
中
、
司
法
の
重
い
「
開
か
ず
の
扉
」

は
開
く
の
か
。
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

鎌
かま

田
た

　慧
さとし

さん
1938年生まれ。専門紙記者、月刊誌「新評」編集部を経て、フリー
のルポライターとなる。執筆活動の一方、平和運動、反原発運動
などさまざまな社会運動の呼びかけ人なども務める。狭山事件の再
審を求める市民の会事務局長。著書に「狭山事件の真実」「反冤罪」

「六ヶ所村の記録」「大杉榮　自由への疾走」など多数。

左から、石川一雄さん、
鎌田慧さん、石川早智子さん

（写真提供：部落解放同盟中央本部）

特別寄稿

次
は
狭
山
事
件
の
再
審
開
始
だ
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決
定（
３
月
13
日
）は
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
再
審
開
始
決
定
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
事
件
は
静
岡
地
裁
で
は
す
で
に
、
２
０

１
４
年
３
月
、
再
審
開
始
決
定
が
だ
さ
れ
、「
こ

れ
以
上
の
拘
置
を
続
け
る
の
は
耐
え
難
い
ほ

ど
正
義
に
反
す
る
」
と
し
て
死
刑
の
執
行
停

止
と
即
時
釈
放
を
決
定
し
た
。
検
察
側
が
あ

ら
た
に
だ
し
た
、「
犯
行
時
の
５
点
着
衣
」
の

血
痕
は
、
偽
装
だ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　

袴
田
事
件
は
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
だ
っ
た
袴
田

巌
さ
ん
に
た
い
す
る
「
ボ
ク
サ
ー
崩
れ
」
と
す

る
、
警
察
と
マ
ス
コ
ミ
、
そ
れ
に
誘
発
さ
れ

た
世
間
の
差
別
意
識
に
乗
じ
て
、
取
り
調
べ

は
一
日
３
回
、
12
時
間
以
上
、
長
い
の
で
は

16
時
間
と
い
う
非
人
道
的
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
も
正
常
な
取
り
調
べ
で
は
な
く
、

無
罪
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。
わ
た
し
は
一

審
の
判
決
を
書
い
た
、
陪
席
裁
判
官
・
熊
本

典
道
さ
ん
を
取
材
し
た
。
彼
は
無
罪
を
確
信

し
た
が
、
裁
判
長
が
「
世
論
に
負
け
て
」
有
罪

説
を
主
張
、
合
議
制
だ
か
ら
従
う
し
か
な
か
っ

た
、
と
述
懐
し
た
。
人
間
の
い
の
ち
が
多
数

決
で
決
ま
る
。
死
刑
制
度
の
残
酷
さ
で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
免
田
事
件（
83
年
無
罪
釈
放
）、

財
田
川
事
件（
84
年
釈
放
）、
松
山
事
件（
84

年
釈
放
）、
島
田
事
件（
89
年
釈
放
）
と
無
実

が
証
明
さ
れ
、
確
定
死
刑
囚
が
連
続
し
て
釈

放
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
司
法
が
信
頼
を

取
り
も
ど
し
た
時
代
だ
っ
た
。
日
野
町
事
件
、

袴
田
事
件
と
長
い
裁
判
闘
争
の
末
、
デ
タ
ラ

メ
冤
罪
が
解
決
さ
れ
て
、
つ
ぎ
は
い
よ
い
よ

狭
山
事
件
。
石
川
一
雄
さ
ん
の
再
審
開
始
、

無
罪
判
決
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
、
弘
前
大
学
教
授
殺

人
事
件
の
冤
罪
報
道
、
財
田
川
事
件
の
冤
罪

解
明
と
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
。
石
川
さ
ん

は
１
９
３
９
年
の
早
生
れ
。
わ
た
し
と
お
な

じ
敗
戦
時
に
国
民
学
校
の
一
年
生
だ
っ
た
。

彼
が
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
、
第
一
審
死
刑
判
決
、

二
審
で
無
期
懲
役
を
言
い
渡
さ
れ
34
年
半
、

投
獄
さ
れ
て
い
た
半
生
を
、
わ
た
し
も
同
時

代
を
一
緒
に
生
き
て
き
た
共
感
が
あ
る
。

石
川
さ
ん
は
無
実
だ

今
す
ぐ
証
拠
調
べ
・
再
審
を

　

１
９
６
３
年
５
月
、
埼
玉
県
、
西
武
新
宿

線
・
狭
山
駅
ち
か
く
の
畑
の
中
で
、
女
子
高
校

生
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
下
校
途
中
か
ら

行
方
不
明
と
な
り
、
三
日
後
に
遺
体
が
発
見

さ
れ
た
事
件
だ
っ
た
。
そ
の
す
こ
し
前
、
東

京
台
東
区
で
誘
拐
事
件
「
吉
展
ち
ゃ
ん
事
件
」

が
発
生
、
身
代
金
を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
犯
人

を
取
り
逃
が
す
大
失
態
が
あ
っ
た
。
狭
山
事

件
も
被
害
者
宅
に
脅
迫
状
が
届
け
ら
れ（
未

遂
）、
犯
人
を
取
り
逃
が
し
た
の
で
、
世
論
の

警
察
へ
の
批
判
が
強
か
っ
た
。

　

警
察
が
ま
っ
先
に
狙
っ
た
の
が
、
遺
体
が

発
見
さ
れ
た
畑
に
ち
か
い
、
被
差
別
部
落
だ
っ

た
。
こ
こ
に
住
む
１
０
０
人
以
上
の
若
者
た

ち
が
、
警
察
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
筆
跡
検
査
や

血
液
鑑
定
を
受
け
た
。
容
疑
者
と
し
て
４
人

が
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
、
石
川

一
雄
さ
ん
だ
け
が
、
犯
人
が
身
代
金
を
取
り

に
き
た
と
き
の
ア
リ
バ
イ
が
な
い
、
と
し
て
、

単
独
犯
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
。
が
、
そ
の
日
、

石
川
さ
ん
は
自
宅
に
い
た
の
だ
。
し
か
し
、

肉
親
の
証
言
で
は
ア
リ
バ
イ
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

取
り
調
べ
を
受
け
た
石
川
さ
ん
は
、
別
件

逮
捕
の
容
疑
と
し
て
の
窃
盗（
畑
の
野
菜
を
食

べ
た
な
ど
）を
認
め
た（
当
時
は
食
糧
不
足
で

畑
の
大
根
を
齧
る
く
ら
い
は
ざ
ら
に
あ
っ
た
）

が
、
誘
拐
、
殺
人
は
強
く
否
認
し
て
い
た
。

　
「
調
べ
官
も
石
川
の
態
度
に
“
容
疑
者
で
な

い
か
も
し
れ
な
い
”
と
い
う
疑
心
さ
え
こ
こ
ろ

を
か
す
め
る
ほ
ど
だ
と
い
い
、
食
欲
も
さ
か

ん
で
、
二
十
四
日
も
ナ
マ
ア
ゲ
、
タ
ケ
ノ
コ
、

野
菜
い
た
め
な
ど
留
置
食
の
献
立
を
二
食
と

も
ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
、
調
べ
中
も
お
茶
お

か
わ
り
を
な
ん
ば
い
も
す
る
と
い
う
。
よ
る

も
留
置
場
の
な
か
は
逃
走
や
自
殺
を
お
そ
れ

て
赤
々
と
電
灯
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
、

毛
布
を
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
り
、
寝
返
り

も
う
た
ず
、
ぐ
っ
す
り
眠
り
こ
ん
で
い
る
」（「
サ

ン
ケ
イ
新
聞
」埼
玉
版
、
５
月
25
日
）。

　

別
件
逮
捕
の
翌
日
の
報
道
で
あ
る
。
係
官

に
は
「
容
疑
者
で
な
い
か
も
」
と
の
疑
心
が
強

か
っ
た
。
し
か
し
、
勾
留
を
つ
づ
け
、
21
日
後
、

保
釈
し
た
。
と
思
い
き
や
、
玄
関
先
で
窃
盗

な
ど
別
件
で
再
逮
捕
。
ふ
だ
ん
は
ま
っ
た
く

使
っ
て
い
な
い
、
川
越
署
分
署
に
移
送
し
た
。

そ
し
て
徹
底
的
な
尋
問
を
開
始
し
た
。

　
「
ゆ
が
ん
だ
環
境
の
な
か
で
育
っ
た
若
者
が
、

金
に
困
り
周
囲
の
好
景
気
に
反
抗
し
、
刺
激

さ
れ
て
、
雪
ダ
ル
マ
式
に
身
の
し
ろ
金
を
要
求
、

婦
女
暴
行
、
殺
人
と
犯
罪
を
重
ね
た
の
が
、

こ
の
善
枝
さ
ん
殺
人
事
件
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
第
二
、
第
三
の
石
川
を
生

む
悪
の
温
床
は
狭
山
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
と

も
い
え
よ
う
」（「
東
京
新
聞
」６
月
24
日
）。

　

当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
被
差
別
部
落
を「
悪

の
温
床
」と
平
然
と
書
い
て
い
た
。
犯
罪
が
発

生
す
る
と
、
た
い
が
い
袴
田
さ
ん
の
よ
う
な「
ボ

ク
サ
ー
崩
れ
」、
在
日
朝
鮮
人
、
あ
る
い
は
被

差
別
部
落
な
ど
、
差
別
さ
れ
て
い
る
ひ
と
た

ち
に
疑
い
の
目
が
そ
そ
が
れ
た
。
警
察
と
マ

ス
コ
ミ
が
一
体
化
し
て
い
た
。
い
ま
、
よ
う
や

く
人
権
教
育
が
そ
の
偏
見
を
つ
き
崩
す
よ
う

に
な
っ
た
が
、
当
時
の
石
川
さ
ん
は
差
別
の

網
の
目
に
囚
わ
れ
て
い
た
。

　

浦
和
検
察
庁
の
原
正
検
察
官
は
、
死
刑
を

求
刑
し
た
第
一
審
の
検
事
論
告
で
「
こ
の
よ
う

な
環
境
は
、
被
告
人
に
対
し
て
、
社
会
の
秩

序
に
対
す
る
遵
法
精
神
を
希
有
な
ら
し
め
る

素
地
を
与
え
、
そ
れ
が
被
告
人
の
人
格
形
成

に
ひ
と
つ
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
と
断
罪
し
て

い
る
。

　

差
別
は
死
刑
を
当
然
化
す
る
。
こ
の
事
件

の
ひ
と
つ
の
鍵
は
、
当
時
の
石
川
さ
ん
が
脅

迫
状
を
書
け
た
か
ど
う
か
、
に
あ
る
。
石
川

さ
ん
は
「
私
は
字
を
良
く
書
け
な
い
し
読
め
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ま
せ
ん
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
取
調
官
に
主
張
し
て
い
た（
５
月
25
日
付
け

調
書
）。
し
か
し
、
県
警
の
刑
事
部
長
は
「
脅

迫
状
の
中
に
あ
る
文
字
の
間
違
い
は
小
学
校

を
出
た
だ
け
で
字
を
知
ら
な
い
も
の
の
誤
り
で
、

作
為
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も

善
枝
さ
ん
殺
し
と
結
び
つ
け
る
自
信
は
あ
る
」

（「
朝
日
新
聞
」５
月
23
日
）。

　

と
こ
ろ
が
、
石
川
さ
ん
は
「
一
雄
」
の
名
前

を
「
一
夫
」
と
書
い
て
す
ま
し
て
い
た
。
た
い

が
い
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
名
前
は
ど

ん
な
に
難
し
く
と
も
、
親
に
教
わ
っ
て
一
生

懸
命
お
ぼ
え
る
。
そ
れ
が
プ
ラ
イ
ド
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
非
識
字
の
家
族
に
は
そ
の
訓
練
が

な
い
。
字
を
駆
使
し
て「
脅
迫
状
」を
書
こ
う
、

な
ど
と
考
え
る
か
ど
う
か
。
字
を
読
め
な
い

悲
し
さ
、
字
か
ら
逃
げ
た
い
生
活
、
非
識
字

者
の
あ
い
だ
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
苦
し
み
、

恐
怖
を
、
学
歴
の
高
い
検
事
、
裁
判
官
な
ど

に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
。
弱
者
の
苦

し
み
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
な
い
か
ら
だ
。

　

非
識
字
者
が
字
を
武
器
に
し
て
犯
罪
を
犯

す
、
な
ど
は
荒
唐
無
稽
の
珍
事
と
い
え
る
。

こ
れ
が
わ
た
し
の
狭
山
事
件
冤
罪
論
の
核
心

で
あ
る
。
否
認
か
ら
自
供
に
転
じ
た
最
初
の

調
書
に
、
脅
迫
状
に
つ
い
て
こ
う
記
録
さ
れ

て
い
る
。
入
曽
と
入
間
川
の
友
人
と
の
三
人

に
よ
る
犯
行
だ
っ
た
、
と
の
自
供
で
あ
る
。

　
「
一
人
五
万
円
く
ら
い
か
な
、
其
れ
で
手
紙

を
書
く
べ
い
と
言
う
事
に
な
っ
て
、
俺
が
『
俺

が
書
か
ぁ
、
字
を
教
え
て
く
れ
』

と
い
っ
た
ら
、
入
曽
の
友
達
が
、

　
『
字
を
教
へ
ら
ぁ
』

と
言
っ
て
む
ず
か
し
い
字
を
教
へ
た
ん
で
、

此
れ
で
は
書
け
な
い
か
ら
や
さ
し
い
の
を
教

へ
ろ
と
言
っ
た
ら
、
や
さ
し
い
字
を
教
え
て

く
れ
た
ん
だ
。
其
れ
を
俺
が
、
善
枝
ち
ゃ
ん

の
鞄
の
中
か
ら
帳
面
を
出
し
て
、
一
枚
引
っ

さ
ば
い
て
其
れ
へ
書
い
た
ん
だ
」（
拙
著
『
狭

山
事
件
の
真
実
』（
岩
波
現
代
文
庫
）。

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
た
、
と
の
供
述
だ
が
、

実
際
は
万
年
筆
だ
っ
た
。
非
識
字
者
が
仲
間

か
ら
、
字
を
教
え
て
も
ら
っ
て
脅
迫
状
を
書

い
た
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
た
、
と
い
う
「
自

供
」
は
、
石
川
さ
ん
自
身
、
こ
の
脅
迫
状
を

見
た
こ
と
が
な
い
事
実
を
示
し
て
い
る
。
三

人
の
共
犯
と
い
う
の
も
、
公
訴
事
実
に
反
す
る
。

　

脅
迫
状
は
誤
字
だ
ら
け
だ
が
、
書
き
慣
れ

た
繊
細
な
文
字
で
、
し
か
も
横
書
き
で
あ
る
。

１
９
６
３
年
、
横
書
き
で
手
紙
を
書
く
人
は

す
く
な
か
っ
た
。
大
学
生
活
の
経
験
者
か
も

し
れ
な
い
。
文
節
が
終
る
と
こ
ろ
で
改
行
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
乱
れ
た
文
字
だ
が
、

リ
ズ
ム
が
あ
る
。

　

く
り
か
江
す　

刑
札
に
は
な
す
な
。

　

気
ん
じ
ょ
の
人
に
も
は
な
す
な

　

子
供
死
出
死
ま
う
。

　

こ
の
筆
者
は
非
識
字
者
ど
こ
ろ
か
、
言
い

た
い
こ
と
を
ム
ダ
な
く
、
明
確
に
主
張
し
て

い
る
。
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
、
国
語
学
者
・
大

野
晋
さ
ん
が
分
析
し
た
、
脅
迫
者
の
識
字
能

力
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、「
こ
こ
に
ひ
と
り
の
誘

拐
犯
人
の（
じ
つ
は
仮
構
さ
れ
た
）人
格
＝
文

体
が
あ
ざ
と
い
ほ
ど
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
」

と
言
い
切
っ
て
い
る（『
小
説
の
方
法
』）。

　

つ
ま
り
、
警
察
、
検
察
、
裁
判
所
が
、
こ

の
脅
迫
状
か
ら
読
み
取
る
人
格
、
つ
ま
り
教

育
程
度
の
低
い
人
格
を
仮
構
し
て
い
る
の
だ
が
、

誤
記
が
確
実
な
一
貫
性
を
そ
な
え
て
い
る
の

が
明
ら
か
だ
。
文
体
か
ら
高
い
教
育
を
そ
な

え
た
、
古
い
生
活
教
養（
新
規
開
店
の
花
輪
に

み
ら
れ
る「
○
○
さ
ん
江
」の「
江
」の
多
用
）、

地
域
共
同
体
に
根
を
お
ろ
し
て
い
る
、
も
う

若
く
は
な
い
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
脅
迫
状
と
石
川
さ
ん
の
字
体

の
ち
が
い
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
比
較
、
分
析

し
た
弁
護
団
鑑
定
で
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

石
川
さ
ん
の
自
宅
の
長
押
か
ら
「
発
見
」
さ

れ
た
万
年
筆
は
、
三
度
目
の
家
宅
捜
索
で
発

見
さ
れ
た
。
が
、
そ
れ
は
余
り
に
も
眼
に
つ

き
や
す
い
場
所
だ
。
字
を
書
く
習
慣
が
な
い

人
間
が
、
殺
し
た
相
手
の
鞄
に
入
っ
て
い
た

万
年
筆
を
持
ち
帰
る
の
も
不
思
議
だ
。
善
枝

さ
ん
が
使
っ
て
い
た
万
年
筆
の
イ
ン
ク
は
、

ク
ロ
ム
元
素
を
ふ
く
む
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
イ
ン

ク
だ
っ
た
の
だ
が
、
発
見
さ
れ
た
万
年
筆
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
イ
ン
ク
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
万
年
筆
か
ら
は
、
被
害
者
の

指
紋
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
跡
鑑
定
、

イ
ン
ク
鑑
定
な
ど
、
新
事
実
の
鑑
定
を
し
た

鑑
定
人
の
尋
問
、
さ
ら
に
現
地
調
査
を
お
こ

な
え
ば
、
石
川
さ
ん
が
犯
罪
と
は
ま
っ
た
く

無
関
係
だ
っ
た
事
実
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。

　

日
野
町
事
件
の
坂
原
弘
さ
ん
、
袴
田
事
件

の
袴
田
巌
さ
ん
、
そ
し
て
狭
山
事
件
の
石
川

一
雄
さ
ん
を
、
こ
の
半
世
紀
に
わ
た
る
無
実

の
罪
か
ら
解
放
し
て
こ
そ
、
日
本
の
民
主
主

義
が
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
。

1963. 5. 1 被害者Ｎさん行方不明。　　
自宅に脅迫状届く

5. 4 被害者Ｎさんの死体発見
5.23 石川一雄さん別件逮捕
6.17 石川さん、保釈後、再逮捕
9. 4 浦和地裁第1回公判

石川さん起訴事実認める
1964. 3. 11 浦和地裁、死刑判決。

石川さん、控訴へ
9.10 東京高裁第1回公判、

石川さん殺害を否認、
無実を訴える

1974.10.31 東京高裁、無期懲役判決
（寺尾判決）
石川さん上告

1977. 8. 9 最高裁、上告棄却
8.30 東京高裁に再審請求

1980. 2. 5 東京高裁、再審請求を棄却
1986. 8. 21 東京高裁に第2次再審請求

（新証言、筆跡鑑定等を提出）
1994.12. 21 石川さん仮出獄
1999. 7. 8 東京高裁、再審請求を棄却

2006. 5.23 東京高裁に第3次再審請求

出所：�書籍「知っていますか狭山事件一問一答 第2版」
（解放出版社）より編集部作成

狭山事件　略年表

特別寄稿
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あ
な
た
の
声
は
届
い
て
る
？

　

突
然
で
す
が
、
国
会
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

ど
の
よ
う
な
映
像
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
。
本
会
議
や
委
員
会
の
場
で
国
会
議
員
が

熱
弁
を
振
る
っ
て
い
る
場
面
で
し
ょ
う
か
。
あ

る
い
は
採
決
で
牛
歩
戦
術
を
行
使
し
て
い
る
場

面
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
選
挙
結
果
の

報
道
番
組
で
見
る
半
円
状
の
政
党
勢
力
図
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
た

ち
の
多
く
に
と
っ
て
国
会
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
越
し
に
見
る
遠
い
世
界
の
お
話
で
す
。

国
民
主
権
と
言
わ
れ
て
も
、
自
分
の
声
が
国

会
に
届
い
て
い
る
と
い
う
実
感
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

私
た
ち
の
組
織
内
議
員
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
の
ぞ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
報
告
に
加
え
、
国

会
や
国
会
議
員
を
身
近
に
感
じ
る
発
信
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
少
し
だ
け
想
像
力

を
働
か
せ
れ
ば
、
あ
な
た
の
声
が
ど
の
よ
う
に

届
け
ら
れ
る
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

「
数
は
力
」と
言
い
ま
す
が

　

と
こ
ろ
で
、
政
治
は
「
数
は
力
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
市
区
町
村
の
議
会
選

挙
時
の
演
説
な
ど
で
も
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。「
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
っ
て
、

国
の
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
る
」（
憲
法
41
条
）

国
会
も
同
様
で
す
。
同
様
と
い
う
よ
り
も
、

国
会
こ
そ
、
時
に
数
の
暴
力
と
批
判
さ
れ
る

ほ
ど
数
の
論
理
で
す
べ
て
が
動
い
て
い
る
、
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
「
数
」
が
国
会
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
参
議
院
を
例
に
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

わ
れ
ら
が
組
織
内
参
議
院
議
員
は

こ
ん
な
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す

　

国
会
が
召
集
さ
れ
る
と
、
議
員
は
委
員
会（
常

任
、
特
別
、
調
査
会
な
ど
）に
所
属
し
ま
す
。

※�

組
織
内
、
協
力
国
会
議
員
あ
わ
せ
て
18
人
の
衆

参
国
会
議
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
会
ご
と
に
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
１
月
23
日
に
召
集
さ
れ
た
第

２
１
１
回
通
常
国
会（
会
期
は
１
５
０
日
〈
ち

な
み
に
国
会
法
制
定
時
か
ら
変
更
な
し
〉）で
、

例
え
ば
、
組
織
内
議
員
の
鬼
木
誠
参
議
院
議

員
は
国
土
交
通
委
員
会（
常
任
）、
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
委
員
会
、
決
算
委
員
会
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
持
続
可
能
社
会
に
関
す
る
調

査
会
に
所
属
。
岸
真
紀
子
参
議
院
議
員
は
総

務
委
員
会（
常
任
）、
地
方
創
生
及
び
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
形
成
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
持
続
可
能
社
会
に
関
す
る

調
査
会
に
所
属
し
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
数
や
理
事
数
は

会
派
ご
と
に
割
り
振
り

　

こ
の
委
員
会
の
委
員
数
や
理
事
数
、
発
言

時
間
な
ど
が
会
派（
※
１
）
の
議
員
数
に
応
じ
て

ド
ン
ト
方
式
で（
※
２
）
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
参
議
院
で
は
、「
議
員
は
、
少
な

く
と
も
一
個
の
常
任
委
員
と
な
り
、
同
時
に
二

個
を
超
え
る
常
任
委
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
」と
参
議
院
先
例
録（
※
３
）に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す（
衆
議
院
は
掛
け
持
ち
が
可
）。

　

と
く
に
議
院
運
営
委
員（
通
称
：
議
運
）の

割
り
当
て
は
、
議
院
の
運
営
に
つ
い
て
の
協
議

に
参
加
で
き
る
資
格
と
な
る
た
め
、
会
派
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

絶
対
安
定
多
数
っ
て
？

　

少
し
話
は
ズ
レ
ま
す
が
、「
絶
対
安
定
多
数
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
報
道
な
ど

国
会
の
仕
組
み

知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な
い

国
会
の
仕
組
み
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
観
察
す
る
新
企
画「
知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な

い
国
会
の
仕
組
み
」。
皆
さ
ん
の
組
合
活
動
と
国
会
を
結
び
つ
け
る
組
織
内
国
会
議
員
の

表
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
光
を
あ
て
ま
す
。
第
１
回
は「
数
の
論
理
」。

「
数
の
論
理
」は
ど
こ
ま
で
？

〜
国
権
の
最
高
機
関
は
先
例
や
し
き
た
り
で
動
く
〜

1

鬼木誠参議院議員岸真紀子参議院議員
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で
耳
に
し
た
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
常
任
委
員
会
の
委
員
長
ポ
ス
ト
を

独
占
し
、
委
員
会
で
過
半
数
の
委
員
を
与
党

が
確
保
で
き
る
状
態
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

中
立
的
な
立
場
を
と
る
委
員
長
の
判
断
が
な

く
て
も
、
与
党
は
自
党
の
議
員
だ
け
で
法
案

を
可
決
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
衆
議
院
で
使
わ
れ
る
指

標
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
参
議
院
で
は
、

「
常
任
委
員
長
は
、
一
定
数
以
上
の
議
員
が
所

属
す
る
会
派
に
、
そ
の
所
属
議
員
数
に
比
例

し
て
配
分
す
る
の
を
例
と
す
る
」（
参
議
院
先

例
録
）と
さ
れ
、
常
任
委
員
長
の
独
占
は
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

控
室
ま
で
及
ぶ
数
の
論
理

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
数
の
論
理
は「
控
室
」

に
も
及
び
ま
す
。
控
室
は
、
各
会
派
の
会
合

を
開
い
た
り
、
各
会
派
の
事
務
処
理
の
た
め

の
事
務
室
に
あ
て
た
り
す
る
目
的
で
、
国
会

議
事
堂
の
２
階
と
３
階
に
各
会
派
ご
と
に
割

り
当
て
ら
れ
ま
す
。
実
は
、
議
員
一
人
当
た

り
の
平
米
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、
大
会
派
ほ

ど
広
く
、
か
つ
利
便
性
が
よ
い（
各
党
の
国
対

事
務
所
や
議
院
運
営
委
員
会
を
開
く
部
屋
が

あ
る
２
階
）部
屋
を
数
多
く
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

発
言
時
間
は
し
き
た
り
で
配
分

　

で
は
、
委
員
会
で
の
発
言
時
間
は
ど
う
配

分
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
法
案
の
審

議
時
間
は
、
い
わ
ゆ
る
３
時
間
審
議
や
６
時

間
審
議
か
ら
複
数
日
審
議
な
ど
、
法
案
の
性

質
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
審
議
時

間
は
各
委
員
会
の
理
事
会
で
の
協
議
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

発
言
時
間
の
配
分
も
、
基
本
は
会
派
の
委

員
数
の
割
合
に
よ
っ
て
会
派
ご
と
に
配
分
さ

れ
ま
す
が
、
閣
法（
内
閣
提
出
法
案
）の
場
合

は
、
慣
例
で
与
党
の
会
派
が
質
問
時
間
を
野

党
の
会
派
に
譲
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、
３
時
間
審
議
の
場
合
は
、
与
党

会
派
60
分
、
野
党
第
１
会
派
90
分
、
野
党
第

２
会
派
30
分
、
野
党
第
３
会
派
20
～
30
分
、

野
党
第
４
会
派
15
分
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

♦　
　

♦　
　

♦

　

こ
の
よ
う
に
国
会
は
、
先
例
や
し
き
た
り

を
重
ん
じ
る
伝
統
と
冷
徹
な
数
の
論
理
に
よ
っ

て
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
わ
れ
ら
が

組
織
内
国
会
議
員
は
現
場
の
声
を
国
会
議
論

の
場
に
載
せ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
次
回
以
降
、
委

員
会
で
の
質
疑
や
議
員
立
法
な
ど
、「
あ
な
た

の
声
は
ど
う
届
く
？
」
を
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。

会派と政党の違いって？  ※１

　決定的な違いは、会派の機能が院内に限られているのに対し、
政党は一定の政治活動を行う社会的存在であること、また、それ
ゆえに政党の構成員が議員に限られていない点と言える。
　会派は、各議院の内部において組織される議員の団体で、議院
の機関ではないが、実質的に議院の運営は会派単位で協議され、
議院の構成や運営上のさまざまな事項について割り当ての対象と
なる。会派は、2人以上の議員で結成できる。複数の会派に所属
することはできない。議員は国会ごとに会派への所属を登録する。

ドント方式って？  ※２

　ベルギーの法学者ドントが考え出した議席割り当てのための計
算方式。まず、各政党などの得票数を1、2、3･･･の整数で割る。
割り算の答えの大きい順に、各政党の議席が配分されるという方式。

●ドント方式の例（定数7の場合）
政党名 A 党 B 党 C 党 D 党

総得票数 1,200 1,000 700 520

÷ 1 1,200
【1】

1,000
【2】

700
【3】

520
【5】 

÷ 2 600【4】 500【6】 350 260

÷ 3 400【7】 333.3 233.3 173.3

÷ 4 300 250 175 130

当選人の数 3 人 2 人 1 人 1 人

参議院先例録  ※３

　最新の版では、第一回国会から第百八十回国
会までの主として参議院の本会議に関する先例を
集録している、法規に規定のない事項、法規の解
釈に関する事項、その他議院の運営に関する事項
について、先例を記載。参議院議員全員に配付さ
れる。参議院ウェブサイトの「参議院のあらまし」
＞「関係法規等」＞「先例」のタグから閲覧できる。

町村評では、全国町村
職総決起集会にあわせ、
国会見学が恒例に。

　コロナ禍で一時中止していましたが、2023年4月から人数制限等
が解除され、誰でも見学できます。赤じゅうたんは全長約4㎞、また、
建築素材や備品などはほぼ国産なのだそう。百聞は一見に如かず。
　単組・県本部からは組織内議員事務所へお問い合わせください。

国会見学しませんか？
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今
な
お
続
く
人
道
危
機

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
、
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
２
０
１
４
年
に
起
こ
っ
た
ク
リ
ミ
ア
半
島

で
の
紛
争
が
８
年
間
、
終
息
す
る
こ
と
な
く
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
た
結
果
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
危
機

を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
連
機
関
の
報
告

に
よ
る
と
、１
年
に
も
わ
た
る
激
し
い
攻
撃
に
よ
っ

て
、
広
範
囲
の
地
域
が
破
壊
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
１
万
８
８
１
７
人
の
民
間
人
が
犠
牲
と

な
り
、
数
百
万
人
が
家
を
追
わ
れ
、
仕
事
と
生

活
を
失
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
２
月
に
入
っ
て

も
な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
と
南
部
で
は
、
激

し
い
戦
闘
が
続
い
て
お
り
、
発
電
所
な
ど
の
重

要
イ
ン
フ
ラ
へ
の
攻
撃
も
あ
り
人
々
の
生
活
は
、

い
ま
だ
に
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
ま
す（
※
１
、
※
２
）。

　

今
後
、
各
国
の
国
益
や
思
惑
が
う
ご
め
く
中

で
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
て
い

く
の
か
、
破
壊
さ
れ
た
街
や
生
活
を
ど
の
よ
う

に
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
、
憎
し
み
の
連
鎖
を

防
ぎ
、
心
に
刻
ま
れ
た
悲
し
み
を
ど
の
よ
う
に

癒
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
平
和
の
礎
を
ど
の

よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
、
難
題
が
続
き
ま
す
。

人
道
支
援
が
紡
ぐ
価
値

　

緊
急
人
道
支
援
か
ら
１
年
が
経
ち
、
自
治
労

の
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
ご

寄
付
な
ど
で
国
際
機
関
や
人
道
支
援
団
体
に
協

力
い
た
だ
い
た
こ
と
、
一
人
の
支
援
者
と
し
て
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら
ご
関

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
い
ま
で

も
多
く
の
国
際
機
関
や
人
道
支
援
団
体
が
、
困

難
に
あ
る
方
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

人
道
支
援
は
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
方
た

ち
に
手
を
差
し
伸
べ
る
緊
急
的
な
危
機
対
応
で

す
が
、
そ
の
後
の
平
和
構
築
に
確
実
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
人
道
支
援
に
は
い

く
つ
か
の
原
則
（
※
３
）
が
あ
り
「
国
家
」
で
は
な

く
、「
人
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
き
ま
す
。
危
機

的
な
影
響
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
々
は
、
保
護

と
支
援
を
受
け
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
人
は
、
た
だ
助

け
を
求
め
る
存
在
で
は
な
く
、
当
然
の
権
利
と

し
て
、
社
会
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
存
在
で

す
。
ど
の
国
や
地
域
に
い
た
と
し
て
も
、
危
機

的
な
状
況
に
あ
る
時
は
、
支
援
を
届
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
や
地
域
を
越
え

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
で
あ
っ
て
も
、
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
で
も
、
そ
し
て
日
本
の

東
日
本
大
震
災
で
も
世
界
中
か
ら
支
援
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

い
か
な
る
支
援
も
、
公
平
性
の
原
則
に
従
っ

て
提
供
さ
れ
、
必
要
性
の
程
度
の
み
に
基
づ
い

て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

い
か
な
る
人
も
年
齢
、
性
別
、
人
種
、
肌
の
色
、

民
族
、
性
的
指
向
、
言
語
、
宗
教
、
障
が
い
、

健
康
状
態
、
政
治
や
そ
の
他
の
見
解
、
国
籍
や

社
会
的
出
自
な
ど
の
背
景
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
非
差
別
の
原
則
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
支
援
は
、
困
難
さ
に
立
ち
む
か

う
た
め
の
具
体
的
な
物
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
し

て
届
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
人
が
人
と
し
て
助

け
あ
う
価
値
観
を
つ
な
い
で
い
く
原
動
力
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
国
家
の
理
論
で
は
な
く
、
人

を
中
心
と
し
て
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
、
苦
し
い

時
に
は
、
国
や
地
域
、
民
族
な
ど
に
関
係
な
く

助
け
あ
え
る
と
い
う
信
頼
を
地
道
に
耕
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
治
労
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
関
わ
り
「
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
よ
る
被
災
者
を
支
援
す
る
緊
急

カ
ン
パ
」に
取
り
組
ん
だ
。
贈
呈
先
の
一
つ
で
あ
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｂ
Ｖ
）

か
ら
、
カ
ン
パ
を
財
源
に
現
地
で
展
開
し
て
い
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

ウクライナ人道危機ウクライナ人道危機からから1年1年
平和構築平和構築へとへとつながる人道支援つながる人道支援

一般社団法人 ピースボート災害支援センター（PBV）
理事・プログラムオフィサー・臨床心理士
小林 深吾 さん

避難民むけにグループセラピーを行う
（写真：Romanian National Council for Refugees – CNRR）

避難民への緊急越冬支援の食事を提供（写真：World Central Kitchen）

世界をつなぐ
4
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支
援
団
体
が
連
携
し
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｂ
Ｖ
）

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
開
始
直
後
か
ら

国
際
機
関
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
そ
し
て
周
辺
国
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
情
報
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
２

０
２
２
年
３
月
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
３
人
を
ル
ー

マ
ニ
ア
に
派
遣
し
、
避
難
民
か
ら
の
聞
き
取
り
、

国
連
機
関
や
支
援
団
体
と
協
議
・
調
整
し
な
が

ら
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
地
支
援
団
体

と
協
働
し
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
支
援
が
届
く
よ
う
変
化

に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
緊
急
物
資
・
医
療
品
支
援

　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
拠
点
を
置
く
「
ル
ー
マ
ニ
ア

平
和
研
究
所（
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
）」
と
協
働
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
の
病
院
延
べ
21
ヵ
所
へ
医
薬

品
、
衛
生
用
品
、
医
療
機
器
な
ど
を
届
け
ま
し

た
。
キ
ー
ウ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
都
市
に
む

け
て
、
食
料
品
や
日
用
品
の
配
布
、
一
時
避
難

所
の
改
装
の
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

◆
が
ん
患
者
へ
の
支
援

　

戦
争
に
よ
っ
て
日
常
の
治
療
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
が
ん
患
者
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

医
療
支
援
を
実
施
す
る
「Y

outh C
ancer 

Europe

」と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
が
ん

の
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
ん
患
者
が

継
続
的
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
比
較
的
安
全
な
地
域
の
病
院
や
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
病
院
へ
の
転
院
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
病
院
の
転
院
手
続
き
だ
け
で
な
く
、

避
難
の
手
配
、
患
者
が
ご
家
族
と
と
も
に
暮
ら

せ
る
安
全
な
住
ま
い
の
手
配
、
食
料
支
援
や
、

継
続
的
な
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２

３
年
２
月
ま
で
に
３
２
０
人
以
上
の
患
者
と
そ
の

家
族
、
合
計
７
０
０
人
以
上
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
避
難
民
支
援

　

ル
ー
マ
ニ
ア
に
避
難
し
て
き
た
方
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「Notorious Learning Projects
」

が
運
営
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ド
ブ
ラ
・
ハ
タ
」

を
支
え
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戦

争
開
始
直
後
の
避
難
民
へ
の
直
接
の
物
資
提
供

や
生
活
面
の
支
援
を
開
始
し
、
現
在
で
は
毎
日

１
０
０
か
ら
１
５
０
家
族
が
利
用
す
る
支
援
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
に
て
、
長

く
難
民
支
援
を
実
施
し
て
き
た
「Rom

anian 
N
ational Council for Refugees

（
Ｃ
Ｎ
Ｒ

Ｒ
）」
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ル
ー
マ
ニ
ア
国
境

地
域
で
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

法
的
支
援
や
通
訳
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
支

援
の
担
い
手
の
養
成
講
座
の
実
施
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
緊
急
越
冬
支
援（
食
料
支
援
）

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
中
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ

の
攻
撃
も
重
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
生
活
し
て

い
る
方
た
ち
の
状
況
は
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
食
料
支
援
を
専
門
に
行
う「W

orld 
C entral K

itchen

」
と
協
働
し
、
２
０
２
２
年

末
か
ら
２
０
２
３
年
に
か
け
て
、
緊
急
越
冬
支

援
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
の
食
事
・
食
品（
約

３
３
０
０
食
）の
提
供
に
協
力
し
ま
し
た
。

◆
再
生
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

戦
争
に
よ
る
被
害
者
は
増
え
続
け
、
負
傷
に

よ
っ
て
歩
行
機
能
を
失
っ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
病
院
で
は
頭
部
外
傷
な
ど
を
負
っ

た
患
者
を
受
け
入
れ
、
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
広

島
大
学
大
学
院
医
系
科
学
研
究
科
の
弓
削 

類

教
授
と
連
携
し
、
日
本
の
再
生
医
療
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
提
供
し
、
歩
行
機
能
を

失
っ
た
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
の
短
縮
や
早
期

の
社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
も
、
街
が
再
建
さ
れ
、

家
族
が
集
い
、
生
活
が
戻
る
ま
で
は
長
い
道
の
り

で
す
。
今
後
も
自
治
労
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り

し
た
ご
寄
付
を
活
用
し
て
、
息
の
長
い
支
援
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

状
況
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
と
一
緒

に
人
道
的
な
平
和
の
価
値
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

※１�　UNOCHA:UKRAINE HUMANITARIAN RESPONSE - KEY ACHIEVEMENTS IN 2022
　　Situation Report Last updated: 10 Feb 2023
　　�https://reports.unocha.org/en/country/ukraine?_gl=1%2a1jw8qbd%2a_ga%2aMTYzNzA2NjA

5OC4xNjYyNTUxNzUy%2a_ga_E60ZNX2F68%2aMTY3NjE4NjE2OS4yMy4xLjE2NzYxOD
Y0ODguNC4wLjA.

※２　UNHCR：Ukraine Situation Flash Update #40 (10 February 2023)
　　�https://reliefweb.int/report/ukraine/ukraine-situation-flash-update-40-10-february-2023
※３　スフィアハンドブック：人道憲章と人道支援における最低基準（2018）
　　https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf

一般社団法人 ピースボート災害支援センター（PBV）
東日本大震災を受けて「人こそが人を支援できる」を理念に2011年4月
に設立。主に「国内外の災害支援」「防災・減災への取り組み」を中心に活
動を行っている。これまでに海外24ヵ国、国内65地域での被災地支援
を実施し、延べ10万人以上のボランティアとともに支援活動を行った。

ウクライナにむけた食料品支援（写真：PATRIR）

避難民の支援センター「ドブラ・ハタ」（ルーマニア）
（写真：Notorious Learning Projects）
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冷
笑
と
常
温

獲
得
し
、
世
論
と
し
て
社
会
に
部
分
的

影
響
力
を
行
使
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
段

階
」
を
「
集
団
感
情
」
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、

「
あ
る
集
団
感
情
が
総
体
と
し
て
社
会
に

支
配
的
な
影
響
力
を
も
ち
、（
日
本
で
は

い
わ
ゆ
る「
空
気
」と
な
り
）「
同
調
圧
力
」

と
し
て
機
能
す
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
段
階
」

を「
一
般
感
情
」と
呼
ぶ
。

　

受
け
手
の
「
感
情
」
と
い
う
点
に
関
し

て
言
え
ば
、
旧
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
お

お
む
ね
一
般
感
情
を
前
提
と
し
た
番
組
作

り
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、

「
社
会
の
公
器
」
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役

割
上
、
大
枠
で
の
「
国
民
感
情
」「
庶
民
感

情
」を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、

近
年
で
は
か
つ
て
よ
り
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
配
慮
し
た
制
作
姿
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　

他
方
、
成
田
氏
が
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
ネ
ッ
ト
配

信
番
組
な
ど
の
「
ネ
ッ
ト
言
論
界
」
で
あ

る
。
ネ
ッ
ト
は
テ
レ
ビ
よ
り
も
視
聴
者
の

積
極
的
選
択
の
結
果
視
聴
さ
れ
る
傾
向

が
強
く
、
一
般
感
情
よ
り
も
ニ
ッ
チ
な
集

団
感
情
に
む
け
た
主
張
の
方
が「
バ
ズ
る
」

２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
北
米
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
で
医
師
に
よ
る
自
殺
幇ほ

う

助じ
ょ

や

積
極
的
安
楽
死
※
が
相
次
い
で
合
法
化
さ

れ
、
現
在
も
賛
否
両
論
で
あ
る
こ
と
、
第

三
に
、
世
界
で
も
高
速
で
高
齢
化
が
進

行
す
る
日
本
が
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

　

成
田
氏
は
、「
自
決
」
は
あ
く
ま
で
も

メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
り
、
社
会
に
お
け
る
高

齢
者
の
「
自
主
的
な
引
退
」
を
意
味
す
る

と
の
趣
旨
を
述
べ
て
お
り
、
筆
者
も
お
そ

ら
く
発
言
の
「
機
能
」
的
な
意
味
で
は
、

そ
の
通
り
の
含
意
な
の
だ
ろ
う
と
は
思
う
。

　

た
だ
私
見
で
は
、
聴
き
手
の
「
感
情
」

の
方
は
よ
り
直
裁
的
に
彼
の
言
葉
を
受

け
止
め
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
成
田
氏
自

身
も
、
あ
る
程
度
自
分
の
支
持
層
の
「
集

団
感
情
」
を
意
識
し
て
、
戦
略
的
に
あ
え

て
強
め
の
表
現
を
選
択
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。

「
集
団
感
情
」と「
一
般
感
情
」

　

筆
者
は
「
あ
る
集
団
内
で
共
有
さ
れ
る

感
情
」
が
「
一
定
以
上
の
集
団
凝
集
性
を

「
高
齢
者
の
集
団
自
決
」発
言
の
影
響

　

イ
ェ
ー
ル
大
学
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
・
成
田
悠
輔
氏
が
、
ネ
ッ
ト

番
組
で
日
本
の
人
口
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は

「
結
局
、
高
齢
者
の
集
団
自
決
、
集
団
切

腹
み
た
い
な
の
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

な
ど
と
発
言
し
、
炎
上
し
た
。

　

同
番
組
は
２
０
２
１
年
の
も
の
だ
が
、

今
年
２
月
に
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』

に
掲
載
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
な
ど
海
外
メ
デ
ィ
ア
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
批
判
を
浴
び
た
。

　

国
内
ネ
ッ
ト
世
論
で
は
、
早
川
千
絵

監
督
の
映
画
『
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
75
』
を
彷
彿
と

さ
せ
る
と
い
っ
た
批
判
も
あ
が
っ
た
。
行

政
が
高
齢
者
を
自
殺
に
誘
導
す
る
様
を

描
い
た
作
品
だ
が
、
確
か
に
成
田
氏
の
発

想
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
ら
、
こ
ん
な
社
会

が
訪
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

耳
目
を
集
め
た
背
景
に
は
、
第
一
に
、

こ
の
発
言
が
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
ナ
チ

ス
の
「
優
生
思
想
」
に
基
づ
く
「
命
の
選

別
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
、

（（3838））ryu tai seki gaku
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詩人・社会学者

水
み

無
な し

田
た

 気
き

流
り う

さん
早稲田大学大学院社会科学研究科博士後期課程単位
取得満期退学。國學院大學経済学部教授。著書に「シ
ングルマザーの貧困」（光文社新書）、「『居場所』のな
い男、『時間』がない女」（日本経済新聞出版）ほか。最
新刊は「多様な社会はなぜ難しいか　日本の『ダイバー
シティ進化論』」（日本経済新聞出版）。

傾
向
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
」

や
「
人
権
の
尊
重
」
な
ど
、
社
会
に
お
け

る「
理
想
」や「
建
前
」だ
け
で
は
解
決
困

難
な
問
題
に
、
と
き
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

と
取
ら
れ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
切
り
込
み

得
る
よ
う
な
言
説
が
よ
り
「
真
実
」
だ
と

支
持
さ
れ
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。「
過
激
」

「
炎
上
商
法
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
る
言
説

も
多
い
が
、
他
方
こ
れ
ら
を
支
持
す
る

層
に
と
っ
て
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
「
自

分
た
ち
に
む
け
て
情
報
を
発
信
し
て
は
い

な
い
」と
す
ら
映
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

成
田
氏
は
、
同
じ
く
ネ
ッ
ト
言
論
界
で

人
気
の
「
ひ
ろ
ゆ
き
」
こ
と
西
村
博
之
氏

と
と
も
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
「
日
経
テ
レ
東
大
学
」
の
ト
ー
ク
番
組

『
Re
：
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
』
に
も
出
演
し
て
お
り
、

彼
ら
の
支
持
層
は
重
な
る
部
分
が
大
き

い
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
番
組
で
、
成
田

氏
は
し
ば
し
ば
持
論
と
し
て
「
老
人
が
老

害
に
な
る
前
に
集
団
切
腹
の
よ
う
な
も
の

を
す
べ
き
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
切

腹
は
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

よ
う
な
、
強
い
言
葉
を
使
用
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
同
番
組
で
の
小
中
学
生
と
の

討
議
で
は
、
生
徒
の
一
人
が
成
田
氏
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、「
老
人
が
自
動
的
に
い

な
く
な
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
Ｓ

Ｆ
映
画
の
『
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
』
や
『
ミ
ッ
ド
サ

マ
ー
』
と
思
わ
れ
る
作
品
を
引
き
合
い
に

出
し
て
、「
も
し
良
い
と
思
う
な
ら
ば
、

そ
う
い
う
社
会
を
作
る
た
め
に
頑
張
っ
て

み
る
の
も
手
な
の
で
は
」
と
の
趣
旨
の
回

答
を
し
て
い
る
。

分
断
社
会
と
老
人
憎
悪

　
「
老
害
」。
こ
の
短
い
言
葉
は
、
端
的
に

こ
の
国
の「
ジ
ェ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ビ
ア（
老
人

憎
悪
）」
な
気
分
を
象
徴
し
て
い
る
。
今

の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

社
会
保
障
費
の
う
ち
高
齢
者
関
係
費
の

割
合
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
現
役
世
代

は
重
い
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か

も
社
会
の
ど
の
分
野
で
も
老
人
が
居
座
っ

て
い
る
せ
い
で
、
世
代
交
代
も
革
新
も
起

こ
り
に
く
い
…
…
。
こ
の
よ
う
な
厭
世
的

な
気
分
が
、
若
年
層
を
中
心
に
覆
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　

本
来
、
批
判
さ
れ
る
べ
き
は
高
齢
者

自
身
で
は
な
く
、
人
口
動
態
の
将
来
推

計
上
必
ず
起
こ
り
得
る
問
題
に
つ
い
て
、

何
ら
有
効
な
対
策
も
責
任
も
取
ら
ず
、

場
当
た
り
的
で
国
民
の
負
担
を
強
い
る

ば
か
り
の
政
策
の
方
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
十
分
な
対

話
や
討
議
が
な
さ
れ
る
よ
り
も
先
に
、
す

で
に
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
分
断
が

進
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

お
そ
ら
く
、「
主
と
し
て
テ
レ
ビ
を
情
報

源
と
し
て
い
る
高
年
齢
層
」と
、「
主
と
し

て
ネ
ッ
ト
を
情
報
源
と
し
て
い
る
若
年
層
」

と
で
は
、
見
て
い
る
世
界
も
、
そ
の
解
釈

も
異
な
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
若
年
層
に
は
わ
か
り
や
す

い
仮
想
敵
と
し
て
、「
老
害
」が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
、
成
田
氏
の
件
の
言
説
が

若
年
層
を
中
心
に
一
定
の
支
持
を
集
め
る

こ
と
の
意
味
を
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
も
っ

と
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
は
若
干
取

り
あ
げ
た
よ
う
だ
が
、
国
内
の
新
聞
報

道
は
依
然
乏
し
い
の
も
気
が
か
り
だ
。

　

ひ
ろ
ゆ
き
氏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

ネ
ッ
ト
言
論
人
は
、「
冷
笑
系
」
と
呼
ば

れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
建
前
や
社
会
運
動
な

ど
を
冷
や
や
か
に
揶
揄
す
る
姿
勢
を
意

味
す
る
俗
語
で
あ
る
。

　

だ
が
私
見
で
は
、
成
田
氏
に
は
「
冷
」

す
ら
感
じ
な
い
。
彼
は
お
そ
ら
く
、
生
粋

の
「
常
温
の
ニ
ヒ
リ
ス
ト
」
な
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
彼
の
強
め
の
言
説
そ
れ
自
身
よ

り
も
、
そ
れ
が
一
部
の
若
年
層
に
屈
託
な

く
支
持
さ
れ
る
こ
の
国
の
現
状
に
、
よ
り

深
い
闇
を
感
受
す
る
。

※�「
積
極
的
安
楽
死
」と
は
、
苦
痛
を
除
去
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
意
図
的
・
直
接
的
に
生
命

を
短
縮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

治
癒
不
能
な
疾
病
に
対
し
て
治
癒
を
停
止
し

「
死
ぬ
に
任
せ
る
」
こ
と
を
「
消
極
的
安
楽
死
」

と
い
う
。
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性的マイノリティへの差別を禁止するLGBT法案の検討が進められている。差別を禁止することを目
的とした法律には「差別的言動解消法」がある。この法律に基づき、「差別的言動が違法」と判断された
ある上場企業の事件をもとに、今後議論されるであろうLGBT法案の意義について考えたい。

訴
訟
を
提
起
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
Ｙ
社
は
、
③
訴
訟
の
提
起
を

誹
謗
中
傷
す
る
従
業
員
の
感
想
文
な
ど
を
職
場

で
配
布
し
、
報
復
的
非
難
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、

Ｘ
は
、
③
の
行
為
も
違
法
だ
と
し
て
、
損
害
賠

償
請
求
を
追
加
し
た
。

裁
判
所
の
判
断

　

大
阪
地
判
令
和
２
年
７
月
２
日
労
働
判
例
１

２
２
７
号
38
頁
は
、
１
１
０
万
円
の
損
害
賠
償

を
支
払
う
よ
う
Ｙ
社
と
Ａ
に
命
じ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
原
告
・
被
告
双
方
が
控
訴
し
た
。
控
訴

審
に
て
、
原
告
は
文
書
配
布
の
差
し
止
め
を
追

加
で
請
求
し
た
。

　

大
阪
高
判
令
和
３
年
11
月
18
日
労
働
判
例

ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
１
９
号
２
頁
は
、
賠
償
額
を
１

３
２
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
差
し
止

め
も
認
め
た
。
そ
の
判
断
は
次
の
通
り
だ
。

　

ま
ず
、
①
文
書
配
布
行
為
に
つ
い
て
。

　

憲
法
14
条
の
差
別
さ
れ
な
い
権
利
な
ど
の
規

定
は
「
私
人
相
互
の
関
係
を
直
接
規
律
す
る
こ

と
を
予
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
が
、
そ
の
趣

旨
を
勘
案
し
た
「
私
的
自
治
に
対
す
る
一
般
的

2

文
書
の
内
容
は
、
竹
島
や
尖
閣
諸
島
な
ど
の
領

土
問
題
、
従
軍
慰
安
婦
や
南
京
大
虐
殺
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
関
す
る
歴
史
認
識
問
題
、
公
人

の
靖
国
参
拝
問
題
な
ど
を
扱
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
中
韓
北
朝
鮮
の
国
家
や
政
府
関

係
者
を
強
く
批
判
し
た
り
、
在
日
を
含
む
中
韓

朝
鮮
の
国
籍
や
民
族
的
出
自
を
有
す
る
者
に
対

し
て「
死
ね
よ
」「
嘘
つ
き
」「
卑
劣
」「
野
生
動
物
」

な
ど
と
激
し
い
人
格
攻
撃
の
文
言
を
用
い
て
侮

辱
し
た
り
、
日
教
組
や
朝
日
新
聞
、
親
中
親
韓

派
と
さ
れ
た
特
定
の
議
員
・
評
論
家
に
対
し
て

「
反
日
」「
売
国
奴
」な
ど
の
文
言
で
侮
辱
し
た
り
、

我
が
国
の
国
籍
や
民
族
的
出
自
を
有
す
る
者
を

賛
美
し
て
中
韓
北
朝
鮮
に
対
す
る
優
越
性
を
述

べ
た
り
す
る
な
ど
の
政
治
的
な
意
見
や
論
評
の

表
明
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
②
Ｙ
社
は
従
業
員
に
対
し
、
都
道

府
県
の
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
教
科
書
展
示

会
に
参
加
し
、
特
定
の
教
科
書
を
支
持
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
提
出
す
る
よ
う
勧
奨
し
た
。

　

Ｘ
は
韓
国
籍
の
在
日
三
世
で
、
Ｙ
社
の
従
業

員
で
あ
っ
た
。
Ｘ
は
、
①
と
②
に
つ
い
て
、
労

働
契
約
上
の
債
務
不
履
行
や
不
法
行
為
を
理
由

に
、
Ｙ
社
と
Ａ
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

は
じ
め
に

　

２
月
４
日
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る

差
別
発
言
が
原
因
で
、
首
相
秘
書
官
が
更
迭
さ

れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
差
別
解
消
の
た
め
の
立
法
の
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
差
別
解
消
法
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
か
。
近
年
出
さ
れ
た
、
労
働
関
係

に
お
け
る
差
別
的
言
動
を
違
法
と
し
た
裁
判
例

を
通
じ
て
、
考
え
て
み
た
い
。

ヘ
イ
ト
文
書
配
布
事
件
の
概
要

　

Ｙ
社
は
住
宅
の
分
譲
・
賃
貸
・
管
理
な
ど
を

営
む
株
式
会
社
で
、
約
１
０
０
０
人
の
従
業
員

を
雇
用
す
る
東
証
一
部
上
場
企
業
だ
。
特
定
の

思
想
を
持
つ
者
だ
け
を
社
員
・
従
業
員
と
す
る

い
わ
ゆ
る
傾
向
企
業
で
は
な
い
。

　

２
０
１
３
年
２
月
か
ら
２
０
１
５
年
９
月
ま

で
の
間
、
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役
会
長
Ａ
は
、
①

Ｙ
社
内
で
中
国
・
韓
国
・
朝
鮮
の
国
籍
を
持
つ
者

を
誹
謗
中
傷
す
る
文
書
を
大
量
に
配
布
し
た
。

1
第28回

労
働
関
係
に
お
け
る

差
別
禁
止
法
の
意
義

憲 法 ？使を かうどう
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制
限
規
定
で
あ
る
民
法
１
条
、
90
条
や
不
法
行

為
に
関
す
る
諸
規
定
等
の
適
切
な
運
用
に
よ
っ

て
」、
私
人
間
の
差
別
な
ど
に
対
処
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
１
条
１
項

は
、「
あ
ら
ゆ
る
公
的
生
活
の
分
野
」
の
人
種
差

別
を
禁
じ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
企
業
の
活
動
等

も
含
む
人
間
の
社
会
の
一
員
と
し
て
の
言
動
全

般
」
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
民
法
、
労
働

法
、
差
別
的
言
動
解
消
法
な
ど
の
解
釈
・
適
用

も
、
同
条
約
の
実
施
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
点
、
原
告
Ｘ
は
「
そ
の
国
籍
又
は
民
族

的
出
自
」「
に
基
づ
い
て
差
別
さ
れ
た
り
、
侮
辱

さ
れ
た
り
し
な
い
と
い
う
人
格
的
利
益
を
有
し
」

て
い
る
。

　
「
差
別
的
言
動
解
消
法
に
お
い
て
解
消
さ
れ

る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
言
動
の
客
観
的
要
件
を

満
た
す
」
言
動
は
、「
そ
の
表
現
自
体
、
差
別
を

煽
動
す
る
効
果
を
有
し
、
危
害
を
加
え
る
旨
の

告
知
や
著
し
い
侮
辱
と
い
っ
た
内
容
を
有
す
る

な
ど
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
」。「
そ
の
表
現
を

更
に
広
め
る
行
為
は
、
差
別
を
煽
動
す
る
効
果

を
更
に
拡
大
さ
せ
、
専
ら
人
種
間
の
分
断
を
強

化
す
る
効
果
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
」。

　

Ｙ
社
が
配
布
し
た
文
書
は
、
差
別
的
言
動
解

消
法
の
定
義
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
該
当
す

る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
民
族
的
出
自

等
を
異
に
す
る
従
業
員
に
対
す
る
差
別
的
思
想

が
醸
成
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、「
職
場
環

境
に
配
慮
す
べ
き
使
用
者
と
し
て
の
義
務
に
違

反
し
」、
民
族
的
出
自
な
ど
で
差
別
・
侮
辱
さ

れ
な
い
利
益
「
を
侵
害
し
た
も
の
と
し
て
、
不

法
行
為
に
基
づ
く
責
任
を
免
れ
な
い
」。

　

次
に
、
②
教
科
書
ア
ン
ケ
ー
ト
の
勧
奨
に
つ

い
て
は
、「
使
用
者
が
政
治
活
動
の
自
由
を
有

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
労
働
者
に
業
務
と

関
連
性
の
な
い
政
治
活
動
を
強
制
す
る
こ
と
は
」、

「
指
揮
命
令
権
を
濫
用
す
る
も
の
で
許
さ
れ
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
本
件

で
は
、「
基
本
的
に
は
全
員
で
参
加
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
、「
不
参
加
を

申
し
出
な
い
限
り
社
用
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
参

加
す
る
予
定
」
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
、「
勤
務
時

間
中
に
社
用
車
を
使
用
し
て
会
場
に
赴
い
て
」

い
る
こ
と
、
呼
び
か
け
た
副
部
長
が「『
今
回
は

日
教
組
vs
Ｙ
社
の
愉
快
な
仲
間
た
ち
や
か
ら
、

い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
』
な

ど
と
述
べ
て
」
い
た
こ
と
、
参
加
し
た
従
業
員

の
「
参
加
時
間
中
の
勤
務
を
免
除
」
し
て
い
た

こ
と
な
ど
、
任
意
性
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　

さ
ら
に
、
③
訴
訟
提
起
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

も
、「
職
場
に
お
い
て
原
審
原
告
に
強
い
疎
外

感
を
与
え
て
孤
立
化
さ
せ
、
本
件
訴
訟
に
よ
る

救
済
を
抑
圧
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明

ら
か
」で
違
法
で
あ
る
。

　

以
上
の
大
阪
高
裁
の
判
断
は
、
最
一
決
令
和

４
年
９
月
８
日
で
も
是
認
さ
れ
、
損
害
賠
償
と

差
し
止
め
の
命
令
が
確
定
し
て
い
る
。

差
別
禁
止
法
の
意
義

　

こ
の
訴
訟
で
ま
ず
シ
ョ
ッ
ク
な
の
は
、
有
名

3

企
業
の
内
部
で
こ
れ
ほ
ど
差
別
的
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
。
業
務
と
お
よ
そ

関
係
の
な
い
文
書
が
大
量
に
配
布
さ
れ
る
の
も

問
題
だ
し
、
雇
用
関
係
を
使
っ
て
教
育
委
員
会

の
教
科
書
選
択
に
圧
力
を
か
け
よ
う
と
し
た
こ

と
も
非
常
識
だ
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
判
決
文
に
目
を
通
し

て
み
る
と
、
法
律
の
差
別
禁
止
規
定
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
定

の
者
に
対
し
「
死
ね
よ
」「
嘘
つ
き
」
な
ど
と
述

べ
る
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
的
言
動
で
も
、
法
律

に
定
義
が
な
け
れ
ば
、
違
法
な
差
別
的
言
動
と

認
定
す
る
に
は
困
難
が
伴
う
。
他
方
、
こ
の
事

件
で
は
、
差
別
的
言
動
解
消
法
に
民
族
的
出
自

を
理
由
に
し
た
差
別
を
禁
ず
る
文
言
が
あ
っ
た

た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
不
法
行
為
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。

　

で
は
、
こ
の
事
件
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
場
合
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
現
在
の
ま
ま
で
も
、

差
別
に
よ
る
人
格
的
利
益
侵
害
の
深
刻
さ
を
考

え
れ
ば
、
不
法
行
為
と
認
定
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、

実
際
に
認
定
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
禁
止
を
明
文
で

定
め
る
法
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
よ
り
明
確

な
根
拠
と
基
準
を
も
っ
て
、
差
別
を
認
定
で
き

る
だ
ろ
う
。
そ
の
制
定
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
。

　

国
会
で
は
、
こ
の
判
決
な
ど
も
参
考
に
、
差

別
禁
止
法
の
意
義
を
検
討
す
べ
き
だ
。

東京都立大学　
法学部　教授
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２
０
２
３
統
一
自
治
体
選
挙

　
︱
―
地
方
公
務
員
の
選
挙
運
動
へ
の
制
限

54

員
選
挙
に
立
候
補
す
る
×
山
×
太
郎

で
す
。
ぜ
ひ
と
も
私
に
一
票
を
」
と
い

っ
た
内
容
の
記
載
の
あ
る
広
報
物
を

配
布
す
る
こ
と
は
選
挙
運
動
で
す
か
ら
、

告
示
前
は
事
前
運
動
と
し
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑵　

し
か
し
、
選
挙
運
動
と
異
な
る

「
選
挙
運
動
類
似
行
為
」は
自
由
で
す
。

こ
の
点
は
、
公
選
法
に
お
け
る
公
務

員
の
地
位
利
用
禁
止
の
規
定
か
ら
明

ら
か
で
す
。
公
選
法
は
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
ま
す
。

１
３
６
条（
特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動
の

禁
止
）

　

次
に
掲
げ
る
者
は
、
在
職
中
、
選
挙

運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
一
～
六（
省
略
）

な
ど
の
特
定
の
選
挙
運
動
違
反
が
０

人
、
文
書
図
画
に
関
す
る
制
限
違
反

が
14
人（
件
数
は
７
件
）な
ど
で
し
た

（
こ
の
人
数
は
、
民
間
人
と
公
務
員
を

区
別
し
て
い
ま
せ
ん
）。
一
方
、
地
公

法
36
条
違
反
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た

者
は
０
人
で
、
２
人
が
懲
戒
処
分
で

は
な
い
訓
告
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す

（
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
以
下
、
組
合
機

関
紙
な
ど
に
お
け
る
報
道
・
評
論
な
ど

に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
）。

公
職
選
挙
法
に
よ
る
制
限

⑴　

告
示
前
の
選
挙
運
動
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す（
事
前
運
動
の
禁
止
）。

す
な
わ
ち
「
今
回
の
○
○
県
議
会
議

は
じ
め
に

　

地
方
公
務
員
の
選
挙
活
動
に
関
す

る
規
制
は
、
公
職
選
挙
法（
公
選
法
）

と
地
方
公
務
員
法（
地
公
法
）36
条
が

あ
り
ま
す
。
地
公
法
36
条
に
違
反
し

て
も
刑
事
罰
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

は
じ
め
に
刑
事
罰
の
可
能
性
が
あ
る

公
選
法
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
９
年
に
第
24
回
参

議
院
通
常
選
挙
と
第
19
回
統
一
自
治

体
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
が
、
刑
事
罰

が
考
え
ら
れ
る
買
収
・
利
害
誘
導
罪
で

警
察
か
ら
検
察
庁
に
送
致
さ
れ
た
人

数
は
９
人（
件
数
は
２
件
）、
戸
別
訪

問
違
反
は
０
人
、
選
挙
事
務
関
係
者

　
七　
収
税
官
吏
及
び
徴
税
の
吏
員

�

１
３
６
条
の
２（
公
務
員
等
の
地
位
利
用

に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁
止
）

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
そ

の
地
位
を
利
用
し
て
選
挙
運
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

一�　

国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の

公
務
員
又
は
特
定
独
立
行
政
法
人

の
役
員
若
し
く
は
職
員

２�　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
公
職
の

候
補
者
若
し
く
は
公
職
の
候
補
者
と

な
ろ
う
と
す
る
者（
公
職
に
あ
る
者
を

含
む
。）を
推
薦
し
、
支
持
し
、
若
し

く
は
こ
れ
に
反
対
す
る
目
的
を
も
つ
て

す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為（
又

は
・
・
・（
中
略
）・
・
・
）
は
、
同
項

に
規
定
す
る
禁
止
行
為
に
該
当
す
る

も
の
と
み
な
す
。 

一�　
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
公
職
の

候
補
者
の
推
薦
に
関
与
し
、
若
し
く

は
関
与
す
る
こ
と
を
援
助
し
、
又
は

他
人
を
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

る
こ
と
。

二�　

そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
投
票

の
周
旋
勧
誘
、
演
説
会
の
開
催
そ

の
他
の
選
挙
運
動
の
企
画
に
関
与
し
、

そ
の
企
画
の
実
施
に
つ
い
て
指
示
し
、

若
し
く
は
指
導
し
、
又
は
他
人
を

し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。 

三�　

そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
第
１

９
９
条
の
５
第
一
項
に
規
定
す
る
後

援
団
体
を
結
成
し
、
そ
の
結
成
の

準
備
に
関
与
し
、
同
項
に
規
定
す

る
後
援
団
体
の
構
成
員
と
な
る
こ

と
を
勧
誘
し
、
若
し
く
は
こ
れ
ら

の
行
為
を
援
助
し
、
又
は
他
人
を

し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

四
、
五　
省
略

　

す
な
わ
ち
、
上
記
の
各
行
為
は
、「
そ

の
地
位（
地
方
公
務
員
）を
利
用
し
て
」

行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
前
項
に
規
定
す
る

禁
止
行
為（
す
な
わ
ち
選
挙
運
動
）に

該
当
す
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
は
「
選
挙
運
動
類

似
行
為
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
方
公

務
員
が
た
と
え
ば
1
号
の「
公
職
の
候

補
者
の
推
薦
に
関
与
し
、
若
し
く
は

関
与
す
る
こ
と
を
援
助
し
、
又
は
他

人
を
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
る

こ
と
」、
３
号
の
「
第
１
９
９
条
の
５

組
合
は
こ
の
た
び
の
統
一
自
治
体
選
の
議
員
選
挙
で
元
執
行
委
員
長
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
、

す
で
に
組
合
員
対
象
に
後
援
会
加
入
を
進
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
を
察
知
し
た

あ
る
議
員
が
、
組
合
事
務
所
に
来
て「（
地
方
）公
務
員
は
選
挙
活
動
は
で
き
な
い
は
ず
だ
」と
言
っ

て
き
ま
し
た
。「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
地
方
公
務
員
も
選
挙
活
動
が
で
き

る
こ
と
を
法
律
上
の
根
拠
な
ど
を
示
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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第
１
項
に
規
定
す
る
後
援
団
体
を
結

成
し
、
そ
の
結
成
の
準
備
に
関
与
し
、

同
項
に
規
定
す
る
後
援
団
体
の
構
成

員
と
な
る
こ
と
を
勧
誘
し
、
若
し
く

は
こ
れ
ら
の
行
為
を
援
助
し
、
又
は

他
人
を
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

る
こ
と
」は
選
挙
運
動
類
似
行
為
で
あ

っ
て
選
挙
運
動
で
は
な
く
、
公
選
法

に
は
違
反
し
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
地
方
公
務
員
は
告
示

前
も
告
示
後
も
選
挙
運
動
で
は
な
い

選
挙
運
動
類
似
行
為
は
で
き
ま
す
。

ま
た
、
収
税
官
吏
お
よ
び
徴
税
の
吏

員
は
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
選
挙
運
動
類
似
行
為
は
で
き
ま
す
。

⑶　

と
こ
ろ
で
、
組
合
員
個
人
の
政

治
的
自
由
は
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
に
は
組
合
大
会
な
ど
の
決
定
に

従
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
組

合
大
会
な
ど
で
候
補
者
推
薦
決
定
が

な
さ
れ
れ
ば
、
組
合
員
は
特
定
の
候

補
者
支
持
を
共
通
に
す
る
団
体
の
構

成
員
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
組
合
内

部
の
行
為
は
選
挙
人
を
対
象
と
し
な

い
も
の
と
し
て
選
挙
運
動
と
は
さ
れ
ま

せ
ん
。
推
薦
決
定
し
た
組
合
の
内
部
で

行
わ
れ
る
組
合
員
に
対
す
る
選
挙
活

動
に
関
す
る
連
絡
・
支
持
者
紹
介
カ
ー

ド
の
授
受
・
推
薦
決
定
さ
れ
た
者
の
活

動
報
告
な
ど
は
、
推
薦
決
定
し
た
組

合
の
内
部
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

地
公
法
36
条

⑴　

地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
地

公
法
36
条
を
根
拠
に
選
挙
活
動
は
で

き
な
い
と
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
地
公
法
36
条
は
選
挙

活
動
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
行
為

を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
36
条
の
選
挙
に
関
係
す
る
規
定

は
次
の
通
り
で
、
特
定
の
人
を
支
持

す
る
目
的
で
の
投
票
勧
誘
運
動
を
制

限
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
限

に
は
⑴
時
間
的
制
限
、
⑵
場
所
的
制
限
、

⑶
人
的
制
限
が
あ
り
ま
す
。

36
条
２
項　
職
員
は
、・
・
・
公
の
選
挙

又
は
投
票
に
お
い
て「
特
定
の
人
」
又
は

事
件
を
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す

る
目
的
を
も
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
政
治

的
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
職
員
の
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の

区
域（
当
該
職
員
が
都
道
府
県
の
支
庁
若

し
く
は
地
方
事
務
所
又
は
地
方
自
治
法

第
２
５
２
条
の
19
第
１
項
の
指
定
都
市

の
区
若
し
く
は
総
合
区
に
勤
務
す
る
者

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
庁
若
し
く
は

地
方
事
務
所
又
は
区
若
し
く
は
総
合
区

の
所
管
区
域
）外
に
お
い
て
、
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る

政
治
的
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一�　
公
の
選
挙
又
は
投
票
に
お
い
て
投

票
を
す
る
よ
う
に
又
は
し
な
い
よ
う

に「
勧
誘
運
動
」を
す
る
こ
と
。

⑵　

ま
ず
、
地
公
法
36
条
２
項
本
文

に
言
う
「
特
定
の
人
」
と
は
選
挙
告
示

後
に
立
候
補
し
た
人
を
言
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
が
選
挙
告
示

前
に
元
委
員
長
を
推
薦
決
定
し
て
も
、

元
委
員
長
が
立
候
補
届
出
を
す
る
前

ま
で
は
、「
特
定
の
人
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
職
員
は
、
元
委
員

長
が
立
候
補
届
出
を
す
る
前
ま
で
は

公
の
選
挙
ま
た
は
投
票
に
お
い
て
投

票
を
す
る
よ
う
に
、
ま
た
は
し
な
い

よ
う
に
「
勧
誘
運
動
」
を
す
る
こ
と
が

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
阪
市
の
よ
う

な
条
例
が
な
け
れ
ば
職
員
の
属
す
る

地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
か
ら
の
勧

誘
運
動
は
可
能
で
す（
あ
る
県
本
部

の
事
務
所
が
Ａ
市
に
あ
る
場
合
は
、

Ａ
市
以
外
の
職
員
が
県
本
部
事
務
所

等
か
ら
自
分
の
市
の
市
民
に
電
話
で

投
票
勧
誘
運
動
を
す
る
こ
と
、
あ
る

い
は
Ａ
市
と
Ｂ
市
で
選
挙
が
行
わ
れ

る
場
合
、
Ａ
市
職
員
が
Ｂ
市
所
在
の

職
員
組
合
の
事
務
所
等
か
ら
電
話
で

投
票
勧
誘
運
動
す
る
こ
と
は（
そ
の

逆
も
）可
能
で
す
）。
な
お
、
電
話
に

よ
る
投
票
勧
誘
運
動
は
、
告
示
前
は

事
前
運
動
と
な
り
ま
す
が
、
告
示
後

は
公
選
法
に
違
反
し
ま
せ
ん
。

⑷　

そ
し
て
、
地
公
法
36
条
は
企
業

職
員
た
る
組
合
員
、
そ
し
て
現
業
職

員
た
る
組
合
員
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん（
地
公
企
法
39
条
２
項
、
地
公
労
法

附
則
５
項
）。
対
象
と
な
る
組
合
員
は

多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ら
組

合
員
に
は
地
公
法
36
条
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん（
勧
誘
運
動
の
人
的
制
限
）。

⑸　

ち
な
み
に
、
地
公
法
36
条
は
、「
職

員
は
、・
・
・
次
に
掲
げ
る
政
治
的
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
職
員
組
合
は
団
体
で

あ
り
職
員
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

職
員
組
合
は
地
公
法
36
条
２
項
の
制

限
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点

は
、
か
な
り
古
い
で
す
が
、
職
員
団
体

の
活
動
に
対
す
る
照
会
に
対
し
、
昭

和
26
年
３
月
13
日
公
務
員
課
長
回
答

で
次
の
通
り
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

一　

団
体
自
体
の
意
志
及
び
実
現
行
為

と
当
該
構
成
員
で
あ
る
職
員
自
体
の

意
志
及
び
そ
の
実
現
行
為
と
は
一
応

可
能
で
す（
勧
誘
運
動
の
時
期
的
制

限
）。
た
だ
し
、
公
選
法
の
事
前
運
動

と
さ
れ
る
選
挙
運
動
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、「
選
挙
運
動
類
似
行
為
」
に
留

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶　

次
に
、
元
委
員
長
が
立
候
補
届

出
を
し
た
後
で
も
、
当
該
職
員
の
属

す
る
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
お

い
て
は
、
勧
誘
運
動
な
ど
は
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当

該
職
員
が
都
道
府
県
の
支
庁
も
し
く

は
地
方
事
務
所（
自
治
法
１
５
５
条
２

項
）ま
た
は
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条

の
19
第
１
項（
自
治
法
２
５
２
条
の

20
、
同
条
の
20
の
２
）の
指
定
都
市
の

区
も
し
く
は
総
合
区
に
勤
務
す
る
者

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
庁
も
し
く

は
地
方
事
務
所
ま
た
は
区
も
し
く
は

総
合
区
の
所
管
区
域
で
は
、
勧
誘
運

動
は
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
勧

誘
運
動
の
場
所
的
制
限
）。

　

な
お
、
大
阪
市
に
お
い
て
は
、
条

例
で
「
職
員
が
法
第
36
条
第
２
項
第

１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
及
び
前
条
各

号
に
掲
げ
る
政
治
的
行
為
を
、
電
話

を
か
け
、
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置

を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、
本
市
の
区
域（
当
該

職
員
が
区
に
勤
務
す
る
者
で
あ
る
と

き
は
、
当
該
区
の
所
管
区
域
。
以
下

同
じ
。）
外
か
ら
本
市
の
区
域
内
に
あ

て
て
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
政
治
的

行
為
は
本
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行

わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
阪
市
職
員
が

大
阪
市
以
外
に
所
在
の
職
員
組
合
事

務
所
等
か
ら
大
阪
市
民
に
電
話
に
よ

る
投
票
勧
誘
運
動
す
る
こ
と
は
で
き

別
個
の
も
の
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て

は
地
方
公
務
員
法
第
36
条
第
１
項
及

び
第
２
項
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
従
っ
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が「
同
時
に
職
員
自
体
の
行
為
と

な
る
も
の
で
あ
る
場
合
」
に
限
り
、
一

定
の
制
限
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、「
勧
誘
運
動
」と
は
、
相
当
多

数
の
者
を
対
象
と
し
て
、
組
織
的
計

画
的
に
、
彼
等
に
投
票
す
る
決
意
又

は
投
票
し
な
い
決
意
を
さ
せ
る
よ
う

促
す
行
為
を
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
基
準
と
し
て
個
々
の
具
体
的

事
例
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
た
い
。

　

そ
こ
で
、
組
合
と
し
て
は
元
執
行

委
員
長
の
推
薦
を
組
合
大
会
で
決
定

し
、
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
執
行
委
員
会
で
決
定
し
、
そ
れ
ら

を
大
会
議
事
録
、
執
行
委
員
会
議
事

録
に
記
録
し
て
お
い
て
、
組
合
の
活

動
は
役
員
個
人
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
、
す
な
わ
ち
組
合
と
い
う
団

体
と
し
て
の
選
挙
活
動
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

結 

論

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
選
法
お
よ

び
地
公
法
36
条
で
地
方
公
務
員
の
選

挙
活
動
は
一
部
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
範
囲
は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
公
選
法
お
よ
び
地
公
法

36
条
を
よ
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
理

解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
貴
組
合
の
取

り
組
み
は
公
選
法
に
も
地
公
法
36
条

に
も
違
反
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
相

談
い
た
だ
い
た
「
あ
る
議
員
」
を
説
得

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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国
と
国
の
は
ざ
ま
で
生
き
る
友
に
想
い
を
馳
せ
て

　

友
だ
ち
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
の
子
が
い
る
。
高
校
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
で
、
出
会
っ
て
か
ら
30
年
以
上
が
経
つ
。
腰
が
隠

れ
る
ほ
ど
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
顔
立
ち
が
当
時

は
大
人
び
て
見
え
た
け
れ
ど
、
目
が
あ
う
と
笑
顔
を
返
し
て
く

れ
て
、
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
た
頑
張
り
屋
だ
っ
た
。
来
日
し
て
長

く
は
な
い
の
に
、
日
本
語
は
完
璧
で
古
典
も
得
意
だ
っ
た
。
英

語
も
堪
能
で
、
卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
エ
ア
メ
ー
ル
で
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た
。
家
族

の
こ
と
、
友
だ
ち
の
こ
と
、
就
職
し
て
か
ら
は
仕
事
の
こ
と
、

新
し
い
家
族
が
で
き
る
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
き

た
け
れ
ど
、
彼
女
が
生
ま
れ
育
っ
た
ア
フ
ガ
ン
で
の
生
活
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
紛
争
が
激
し
く
な
っ
た
か
ら

日
本
に
や
っ
て
き
た
と
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
彼
女
の
お

母
さ
ん
だ
。

　
「
開
墾
地
」
の
主
人
公
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本
の

大
学
に
留
学
す
る
青
年
だ
。
自
身
と
は
母
国
が
異
な
り
イ
ラ
ン

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
根
を
下
ろ
し
た
父
親
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

ル
ー
ツ
や
祖
国
、
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
は
ざ
ま

で
揺
れ
動
く
心
を
描
い
て
い
る
。
日
本
語
、
英
語
、
ペ
ル
シ
ャ

語
が
題
材
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
言
葉
を
話
す
友
だ
ち
に

想
い
を
馳
せ
た
。
読
み
終
え
た
後
、
美
し
い
装
丁
に
目
を
凝
ら

し
た
。
３
枚
の
葛
の
写
真
が
並
ん
で
い
る
意
味
に
気
付
い
て
泣

い
た
。

森
田 

聡
子（
自
治
労
文
芸
会
議
幹
事
・
東
海
地
連
）

review
ookB

「
恐
れ
ぬ
自
治
体
」
が
生
み
出
す
正
義
と
希
望

　

２
０
２
２
年
６
月
19
日
投
票
の
東
京
・
杉
並
区
長
選
挙
で
、

当
時
の
現
職
を
１
８
７
票
と
い
う
僅
差
で
下
し
た
現
女
性
区
長
・

岸
本
聡
子
さ
ん
の
著
書
。
オ
ラ
ン
ダ
に
拠
点
を
置
く
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
長
年
勤
務
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
・
再
公
営
化
を

研
究
し
日
本
に
紹
介
し
て
き
た
彼
女
が
、
区
長
選
に
立
つ
前
に

執
筆
し
た
連
載
寄
稿
記
事
を
ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
今
、「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
動
き

が
勃
興
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
地
域
主
権
主
義
」

と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
住
宅
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
道
、
ご
み
収
集
、
学
校
給
食
な
ど
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
、
民
間
資
本
と
市
場
の
手
か
ら
自
治
体
の
手
に
取
り
戻

す
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
、
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
は
公
営
電
力
会
社
を
設
立
。
ド

イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
市
は
大
手
不
動
産
会
社
か
ら
賃
貸
住
宅
を
買

い
上
げ
て
低
家
賃
の
市
営
住
宅
を
供
給
し
て
い
る
。
南
米
で
も

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ロ
サ
リ
オ
市
が
、
酪
農
家
・
都
市
住
民
・
協
同

組
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
巨
大
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
抗

し
て
安
価
で
良
質
な
肉
・
乳
製
品
を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
自
治
体
は
、（
中
央
政
府
や
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
を
）「
恐

れ
な
い
自
治
体
」
と
自
称
す
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

て
い
る
。
深
刻
化
す
る
気
候
危
機
、
新
自
由
主
義
の
も
と
で
分

断
が
進
む
社
会
、
時
代
錯
誤
の
軍
事
力
強
化
。
私
た
ち
は
、
も

う
待
て
な
い
。
自
治
体
か
ら
、
変
革
の
波
を
起
こ
し
て
い
こ
う
。

本
書
は
、
そ
の
勇
気
と
確
信
を
与
え
て
く
れ
る
。

和
久
井 

孝
昭（
自
治
労
文
芸
会
議
事
務
局
・
自
治
労
本
部
）

地域主権という希望
岸本 聡子（著）
大月書店

開墾地
グレゴリー･ケズナジャット（著）
講談社

一つは鴻上尚史さんの『「空気」と「世間」』。もう一つは
近内悠太さんの『世界は贈与でできている』です。職
場や組合活動の場で、もしかしたら感じている違和感。時
には息苦しさを伴うものであっても、「割り切って」やり過ご
すこともあるかもしれません。演出家の鴻上さんは「空気」
「世間」というキーワードで、哲学者の近内さんは「贈与」「利
他」「エンパシー」などのキーワードで、私たちの可動域を制
限するものの正体などを探究されています。これらの方々が、
もしかしたら、あなたと組合活動の新しい「出会い
直し」をお手伝いするかもしれません。

編集部より本のご紹介です
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▼
こ
こ
最
近
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

果
物
や
野
菜
な
ど
の
皮
を
干
し
て
か
ら

捨
て
る
こ
と
だ
。
み
か
ん
類
を
好
ん
で

食
べ
る
私
は
、
毎
日
一つ
を
消
費
し
て
い

る
。
皮
を
干
す
と
い
っ
て
も
、
不
要
に

な
っ
た
紙
製
の
包
装
容
器
に
載
せ
、
室

内
に
置
い
て
お
く
だ
け
。
晴
天
が
続
け
ば
、

冬
場
は
３
日
ほ
ど
経
つ
と
カ
ピ
カ
ピ
に

乾
い
て
い
る
。
飲
ん
だ
後
の
茶
葉
や
コ
ー

ヒ
ー
粉
も
、
干
し
て
か
ら
捨
て
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
▼
水
分
を
保
っ
て
い
る
食

べ
物
の
殻
が「
生
ご
み
」
と
呼
ば
れ
る
状

態
に
な
る
と
、
急
に
気
持
ち
悪
い
も
の

に
感
じ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

可
燃
ご
み
の
日
。
軽
く
な
り
、
香
り
も

感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
み
か
ん
な
ど
の

皮
を
、
悪
く
は
な
い
気
持
ち
で
袋
に
詰

め
、
集
積
所
に
出
す
。
▼
ご
み
を
燃
や

す
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
費
用
が
か
か
る
。

水
分
が
蒸
発
し
て
い
る
か
ら
、
焼
却
時

に
少
し
は
燃
え
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
が
今
の
私
に
と
っ
て
、
ご
み
を
出

す
上
で
の
せ
め
て
も
の
罪
滅
ぼ
し
だ
と

思
っ
て
い
る
。
▼
こ
れ
か
ら
夏
場
に
む
け

て
湿
度
も
あ
が
る
。
室
内
で
は
乾
か
な

い
だ
ろ
う
か
ら
、
干
し
野
菜
を
つ
く
る

よ
う
に
外
に
で
も
吊
る
そ
う
か
。
理
想

は
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

訳
あ
っ
て
今
は
で
き
な
い
。
▼
私
の
将

来
の
夢
、
と
い
う
よ
り
理
想
は
、
近
所

に
小
さ
な
畑
を
借
り
て
身
近
な
野
菜
を

育
て
る
こ
と
だ
。
加
え
て
コ
ン
ポ
ス
ト
で

分
解
さ
れ
た
生
ご
み
を
畑
に
還
元
で
き

た
ら
、
も
っ
と
良
い
な
。
心
を
軽
く
す

る
た
め
に
知
恵
を
し
ぼ
り
た
い
。�

（
カ
）
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